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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
【発行日】平成21年2月12日(2009.2.12)

【公表番号】特表2008-526695(P2008-526695A)
【公表日】平成20年7月24日(2008.7.24)
【年通号数】公開・登録公報2008-029
【出願番号】特願2007-548720(P2007-548720)
【国際特許分類】
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   Ｃ０７Ｄ 211/22     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/445    (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 417/04     (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 263/56     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/423    (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 235/12     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/4184   (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 239/26     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/505    (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 239/38     (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 413/04     (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 285/12     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/433    (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 409/04     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/506    (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  19/02     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  11/08     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  11/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  11/06     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ   9/10     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ   9/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ   1/04     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  17/04     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  37/08     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  19/04     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  17/06     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  25/28     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  19/10     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  31/04     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  39/02     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  13/12     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ   7/02     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  37/06     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  29/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  33/06     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０７Ｃ 233/83    ＣＳＰ　
   Ａ６１Ｋ  31/198   　　　　
   Ｃ０７Ｄ 319/20    　　　　
   Ａ６１Ｋ  31/357   　　　　
   Ｃ０７Ｄ 261/08    　　　　
   Ａ６１Ｋ  31/42    　　　　
   Ｃ０７Ｄ 271/08    　　　　
   Ａ６１Ｋ  31/4245  　　　　
   Ｃ０７Ｄ 215/14    　　　　
   Ａ６１Ｋ  31/47    　　　　
   Ｃ０７Ｄ 249/18    ５０１　
   Ａ６１Ｋ  31/4192  　　　　
   Ｃ０７Ｄ 277/64    　　　　
   Ａ６１Ｋ  31/428   　　　　
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   Ｃ０７Ｄ 231/12    　　　Ｄ
   Ａ６１Ｋ  31/415   　　　　
   Ｃ０７Ｄ 207/325   　　　　
   Ａ６１Ｋ  31/40    　　　　
   Ｃ０７Ｄ 249/08    ５１５　
   Ａ６１Ｋ  31/4196  　　　　
   Ｃ０７Ｄ 263/32    　　　　
   Ａ６１Ｋ  31/421   　　　　
   Ｃ０７Ｄ 213/30    　　　　
   Ａ６１Ｋ  31/44    　　　　
   Ｃ０７Ｄ 249/06    ５０２　
   Ｃ０７Ｄ 213/63    　　　　
   Ｃ０７Ｄ 231/12    　　　Ｂ
   Ｃ０７Ｄ 317/54    　　　　
   Ａ６１Ｋ  31/36    　　　　
   Ｃ０７Ｄ 333/56    　　　　
   Ａ６１Ｋ  31/381   　　　　
   Ａ６１Ｋ  31/426   　　　　
   Ｃ０７Ｄ 277/24    　　　　
   Ｃ０７Ｄ 307/42    　　　　
   Ａ６１Ｋ  31/341   　　　　
   Ｃ０７Ｄ 417/12    　　　　
   Ａ６１Ｋ  31/427   　　　　
   Ｃ０７Ｄ 495/04    １０５Ａ
   Ａ６１Ｋ  31/4365  　　　　
   Ｃ０７Ｄ 333/70    　　　　
   Ｃ０７Ｄ 409/12    　　　　
   Ａ６１Ｋ  31/4709  　　　　
   Ｃ０７Ｄ 211/22    　　　　
   Ａ６１Ｋ  31/445   　　　　
   Ｃ０７Ｄ 417/04    　　　　
   Ｃ０７Ｄ 263/56    　　　　
   Ａ６１Ｋ  31/423   　　　　
   Ｃ０７Ｄ 235/12    　　　　
   Ａ６１Ｋ  31/4184  　　　　
   Ｃ０７Ｄ 239/26    　　　　
   Ａ６１Ｋ  31/505   　　　　
   Ｃ０７Ｄ 239/38    　　　　
   Ｃ０７Ｄ 413/04    　　　　
   Ｃ０７Ｄ 285/12    　　　Ａ
   Ａ６１Ｋ  31/433   　　　　
   Ｃ０７Ｄ 409/04    　　　　
   Ａ６１Ｋ  31/506   　　　　
   Ａ６１Ｐ  19/02    　　　　
   Ａ６１Ｐ  11/08    　　　　
   Ａ６１Ｐ  11/00    　　　　
   Ａ６１Ｐ  11/06    　　　　
   Ａ６１Ｐ   9/10    １０１　
   Ａ６１Ｐ   9/10    　　　　
   Ａ６１Ｐ   9/00    　　　　



(4) JP 2008-526695 A5 2009.2.12

10

   Ａ６１Ｐ   1/04    　　　　
   Ａ６１Ｐ  17/04    　　　　
   Ａ６１Ｐ  37/08    　　　　
   Ａ６１Ｐ  19/04    　　　　
   Ａ６１Ｐ  17/06    　　　　
   Ａ６１Ｐ  25/28    　　　　
   Ａ６１Ｐ  19/10    　　　　
   Ａ６１Ｐ  31/04    　　　　
   Ａ６１Ｐ  39/02    　　　　
   Ａ６１Ｐ  13/12    　　　　
   Ａ６１Ｐ   7/02    　　　　
   Ａ６１Ｐ  37/06    　　　　
   Ａ６１Ｐ  29/00    　　　　
   Ａ６１Ｐ  33/06    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成20年12月12日(2008.12.12)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　式Ｉ
【化１】

の化合物、及び／又はその医薬として許容し得る塩及び／又はプロドラッグ。
　式中、
　Ｘは-CR3=CR4-、-CR5=N-、-N=CR6-、-NR7-又は-S-であり；
　R3、R4、R5及びR6は互いに独立して水素；Ｆ；Cl；Br；Ｉ；１、２、３、４、５又は６
個の炭素原子を有するアルキル（ここで１、２、３、４、５、６、７、８、９、10、11、
12又は13個の水素原子はフッ素原子により置換されてもよい）；１、２、３、４、５又は
６個の炭素原子を有するシクロアルキル（ここで１、２、３、４、５、６、７、８、９、
10又は11個の水素原子はフッ素原子により置換されてもよい）；１、２、３、４、５又は
６個の炭素原子を有するアルコキシ（ここで１、２、３、４、５、６、７、８、９、10、
11、12又は13個の水素原子はフッ素原子により置換されてもよい）；１、２、３、４、５
又は６個の炭素原子を有する-S-アルキル（ここで１、２、３、４、５、６、７、８、９
、10、11、12又は13個の水素原子はフッ素原子により置換されてもよい）；OH；CN；NO2
；NR27R28；C(O)R29；C(O)NR30R31；S(O)oR32；S(O)pNR33R34；アリール；ヘテロアリー
ル；アリールアルキル（ここでアルキルは１、２、３又は４個の炭素原子を有する）；又
はヘテロアリールアルキル（ここでアルキルは１、２、３又は４個の炭素原子を有する）
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であり；
　R27は水素、又は１、２、３若しくは４個の炭素原子を有するアルキルであり；
　R28は水素、１、２、３又は４個の炭素原子を有するアルキル、アリール、C(O)H、C(O)
アルキル（ここでアルキルは１、２、３又は４個の炭素原子を有する）又はC(O)アリール
であり；
　R29は水素、OH、１、２、３又は４個の炭素原子を有するアルキル、１、２、３又は４
個の炭素原子を有するアルコキシ又はアリールであり；
　R30、R31、R33及びR34は互いに独立して水素、１、２、３又は４個の炭素原子を有する
アルキル又はアリールであり；
　R32はOH、１、２、３又は４個の炭素原子を有するアルキル、１、２、３又は４個の炭
素原子を有するアルコキシ又はアリールであり；
　ｏ及びｐは互いに独立して１又は２であり；
　R7は水素、１、２、３又は４個の炭素原子を有するアルキル又はC(O)R35であり；
　R35は水素、１、２、３又は４個の炭素原子を有するアルキル又はアリールであり；
　Y1、Y2、Y3及びY4は互いに独立して-CR8-又は窒素であるが、ただしY1、Y2、Y3及びY4
のうちの少なくとも２つは-CR8-であり；
　R8は水素；Ｆ；Cl；Br；Ｉ；１、２、３、４、５又は６個の炭素原子を有するアルキル
（ここで１、２、３、４、５、６、７、８、９、10、11、12又は13個の水素原子はフッ素
原子により置換されてもよい）；１、２、３、４、５又は６個の炭素原子を有するシクロ
アルキル（ここで１、２、３、４、５、６、７、８、９、10又は11個の水素原子はフッ素
原子により置換されてもよい）；１、２、３、４、５又は６個の炭素原子を有するアルコ
キシ（ここで１、２、３、４、５、６、７、８、９、10、11、12又は13個の水素原子はフ
ッ素原子により置換されてもよい）；１、２、３、４、５又は６個の炭素原子を有する-S
-アルキル（ここで１、２、３、４、５、６、７、８、９、10、11、12又は13個の水素原
子はフッ素原子により置換されてもよい）；OH；CN；NO2；NR36R37；C(O)R38；C(O)NR39R
40；S(O)qR41；S(O)rNR42R43；アリール；ヘテロアリール；アリールアルキル（ここでア
ルキルは１、２、３又は４個の炭素原子を有する）；又はヘテロアリールアルキル（ここ
でアルキルは１、２、３又は４個の炭素原子を有する）であり；
　R36は水素、又は１、２、３若しくは４個の炭素原子を有するアルキルであり；
　R37は水素、１、２、３又は４個の炭素原子を有するアルキル、アリール、C(O)H、C(O)
アルキル（ここでアルキルは１、２、３又は４個の炭素原子を有する）又はC(O)アリール
であり；
　R38は水素、OH、１、２、３又は４個の炭素原子を有するアルキル、１、２、３又は４
個の炭素原子を有するアルコキシ又はアリールであり；
　R39、R40、R42及びR43は互いに独立して水素、１、２、３又は４個の炭素原子を有する
アルキル又はアリールであり；
　R41はOH、１、２、３又は４個の炭素原子を有するアルキル、１、２、３又は４個の炭
素原子を有するアルコキシ又はアリールであり；
　ｑ及びｒは互いに独立して１又は２であり；
　Ａは３、４、５、６、７又は８個の炭素原子を有するシクロアルキル、複素環、アリー
ル又はヘテロアリールであり；
　ここで、シクロアルキル又は複素環基はアリール又はヘテロアリール基に縮合すること
ができ、そしてここでシクロアルキル又は複素環基及び場合により縮合したアリール又は
ヘテロアリール基は非置換であるか又はＦ；Cl；Br；Ｉ；OH；CN；NO2；SF5；１、２、３
、４、５又は６個の炭素原子を有するアルキル（ここで１、２、３、４、５、６、７、８
、９、10、11、12又は13個の水素原子はフッ素原子により置換されてもよい）；１、２、
３、４、５又は６個の炭素原子を有するシクロアルキル（ここで１、２、３、４、５、６
、７、８、９、10又は11個の水素原子はフッ素原子により置換されてもよい）；１、２、
３、４、５又は６個の炭素原子を有するアルコキシ（ここで１、２、３、４、５、６、７
、８、９、10、11、12又は13個の水素原子はフッ素原子により置換されてもよい）；１、
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２、３、４、５又は６個の炭素原子を有する-S-アルキル（ここで１、２、３、４、５、
６、７、８、９、10、11、12又は13個の水素原子はフッ素原子により置換されてもよい）
；-NR9R10；C(O)R44；C(O)N45R46；S(O)sR47；S(O)tNR48R49；-(CH2)k-アリール；又は-(
CH2)l-ヘテロアリール［ここでアリール及びヘテロアリール基はＦ、Cl、Br、Ｉ、１、２
、３又は４個の炭素原子を有するアルコキシ、１、２、３又は４個の炭素原子を有するア
ルキル又はOa-(CH2)b-(CF2)c-CF3により置換されてもよい］からなる群より選択される１
、２、３又は４個の基により置換され；
　R9は水素、又は１、２、３若しくは４個の炭素原子を有するアルキルであり；
　R10は水素、１、２、３又は４個の炭素原子を有するアルキル、アリール、C(O)H、C(O)
アルキル（ここでアルキルは１、２、３又は４個の炭素原子を有する）、又はC(O)アリー
ルであり；
　R44は水素、OH、１、２、３又は４個の炭素原子を有するアルキル、１、２、３又は４
個の炭素原子を有するアルコキシ、３、４、５又は６個の炭素原子を有するシクロアルキ
ル又はアリールであり；
　R45、R46、R48及びR49は互いに独立して水素、１、２、３又は４個の炭素原子を有する
アルキル又はアリールであり；
　R47はOH、１、２、３又は４個の炭素原子を有するアルキル、１、２、３又は４個の炭
素原子を有するアルコキシ又はアリールであり；
　ａはゼロ又は１であり；
　ｂ、ｃ、ｋ及びｌは互いに独立してゼロ、１、２又は３であり；
　ｓ及びｔは互いに独立して１又は２であり；
　ここで、アリール又はヘテロアリール基はシクロアルキル又は複素環基に縮合すること
ができ、そしてここでアリール又はヘテロアリール基及び場合により縮合したシクロアル
キル又は複素環基は非置換であるか又はＦ；Cl；Br；Ｉ；OH；CN；NO2；SF5；１、２、３
、４、５又は６個の炭素原子を有するアルキル（ここで１、２、３、４、５、６、７、８
、９、10、11、12又は13個の水素原子はフッ素原子により置換されてもよい）；１、２、
３、４、５又は６個の炭素原子を有するシクロアルキル（ここで１、２、３、４、５、６
、７、８、９、10又は11個の水素原子はフッ素原子により置換されてもよい）；１、２、
３、４、５又は６個の炭素原子を有するアルコキシ（ここで１、２、３、４、５、６、７
、８、９、10、11、12又は13個の水素原子はフッ素原子により置換されてもよい）；１、
２、３、４、５又は６個の炭素原子を有する-S-アルキル（ここで１、２、３、４、５、
６、７、８、９、10、11、12又は13個の水素原子はフッ素原子により置換されてもよい）
；-NR9R10；C(O)R44；C(O)N45R46；S(O)sR47；S(O)tNR48R49；-(CH2)k-アリール；又は-(
CH2)l-ヘテロアリール［ここでアリール及びヘテロアリール基はＦ、Cl、Br、Ｉ、１、２
、３又は４個の炭素原子を有するアルコキシ、１、２、３又は４個の炭素原子を有するア
ルキル又はOa-(CH2)b-(CF2)c-CF3により置換されてもよい］からなる群より選択される１
、２、３又は４個の基により置換され；
　R9は水素、又は１、２、３若しくは４個の炭素原子を有するアルキルであり；
　R10は水素、１、２、３又は４個の炭素原子を有するアルキル、アリール、C(O)H、C(O)
アルキル（ここでアルキルは１、２、３又は４個の炭素原子を有する）、又はC(O)アリー
ルであり；
　R44は水素、OH、１、２、３又は４個の炭素原子を有するアルキル、１、２、３又は４
個の炭素原子を有するアルコキシ、３、４、５又は６個の炭素原子を有するシクロアルキ
ル又はアリールであり；
　R45、R46、R48及びR49は互いに独立して水素、１、２、３又は４個の炭素原子を有する
アルキル又はアリールであり；
　R47はOH、１、２、３又は４個の炭素原子を有するアルキル、１、２、３又は４個の炭
素原子を有するアルコキシ又はアリールであり；
　ａはゼロ又は１であり；
　ｂ、ｃ、ｋ及びｌは互いに独立してゼロ、１、２又は３であり；
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　ｓ及びｔは互いに独立して１又は２であり；
　Ｂは-O-C(R11R12)-、-C(R50R51)-O-、-C≡C-、-CR52=CR53-、-C(R13R14)-C(R15R16)-、
-NR17-C(R18R19)-、-C(R54R55)-NR56-、-NR20-C(O)-又は-C(O)-NR57-であり；
　R11、R12、R13、R14、R15、R16、R17、R18、R19、R20、R50、R51、R52、R53、R54、R55
、R56及びR57は互いに独立して水素、又は１、２、３若しくは４個の炭素原子を有するア
ルキル（ここで１、２、３、４、５、６、７、８又は９個の水素原子はフッ素原子により
置換されてもよい）であり；
　ＤはC(O)OH、C(O)NHR21又はC(=NR58)NHR22であり；
　R21及びR22は互いに独立して水素、１、２、３又は４個の炭素原子を有する-SO2-アル
キル、-SO2-アリール、-C(O)-アルキル（ここでアルキルは１、２、３又は４個の炭素原
子を有する）、-C(O)-アリール、-C(O)OR23、-C(O)NR24R25又は-CNであり；
　R23は１、２、３又は４個の炭素原子を有するアルキル、又はアリールであり；
　R24及びR25は互いに独立して水素、１、２、３又は４個の炭素原子を有するアルキル又
はアリールであり；
　R58は水素、OH、CN、１、２、３又は４個の炭素原子を有するアルキル、又は１、２、
３若しくは４個の炭素原子を有するアルコキシ又はアリールであり；
　R1及びR2は互いに独立して１、２、３、４、５又は６個の炭素原子を有するアルキルで
あり；
　ここで、アルキル基は非置換であるか又はＦ、Cl、Br、Ｉ、-SH、１、２、３又は４個
の炭素原子を有する-S-アルキル、-C(O)OH、-C(O)NH2、NH2、-NH-C(=NH)NH2又は-Om-(CH2
)n-R26からなる群より選択される１、２又は３個の基により置換され；
　ｍはゼロ又は１であり；
　ｎはゼロ、１、２又は３であり；
　R26は水素、アリール又はヘテロアリールであり、ここでアリール又はヘテロアリール
基は非置換であるか、又はＦ、Cl、Br、Ｉ、OH又は１、２、３若しくは４個の炭素原子を
有するアルキルにより置換され；又は、
　R1及びR2はそれらが結合する炭素原子と一緒になって、3-、4-、5-又は6-員の炭素環を
形成し、ここで、形成される炭素環はアリール又はヘテロアリール基に縮合することがで
き；
　ここで、形成される炭素環及び縮合したアリール又はヘテロアリール基は、非置換であ
るか、又はＦ、Cl、Br、Ｉ又は１、２、３若しくは４個の炭素原子を有するアルキルから
なる群より選択される１、２又は３個の基により置換されることができる。
【請求項２】
　式Ｉにおいて、
　Ｘは-CR3=CR4-、-CR5=N-、-N=CR6-、-NR7-又は-S-であり；
　R3、R4、R5及びR6は互いに独立して水素、Ｆ、Cl、Br、Ｉ、１、２、３又は４個の炭素
原子を有するアルキル、又は１、２、３若しくは４個の炭素原子を有するアルコキシであ
り；
　R7は水素、又は１、２、３若しくは４個の炭素原子を有するアルキルであり；
　Y1、Y2、Y3及びY4は互いに独立して-CR8-又は窒素であるが、ただしY1、Y2、Y3及びY4
のうちの少なくとも２つは-CR8-であり；
　R8は水素、Ｆ、Cl、Br、Ｉ又は１、２、３若しくは４個の炭素原子を有するアルキルで
あり；
　Ａは３、４、５、６、７又は８個の炭素原子を有するシクロアルキル、複素環、アリー
ル又はヘテロアリールであり；
　ここで、シクロアルキル又は複素環基はアリール基に縮合することができ、そしてここ
でシクロアルキル又は複素環基は非置換であるか又はＦ、Cl、Br、Ｉ、又は１、２、３若
しくは４個の炭素原子を有するアルキル、-C(O)-アルキル（ここでアルキルは１、２、３
又は４個の炭素原子を有する）、-C(O)-シクロアルキル（ここでシクロアルキルは３、４
、５又は６個の炭素原子を有する）、又は-C(O)O-アルキル（ここでアルキルは１、２、
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３又は４個の炭素原子を有する）からなる群より選択される１、２又は３個の基により置
換され；
　アリール又はヘテロアリール基はシクロアルキル又は複素環基に縮合することができ、
そしてここで、アリール又はヘテロアリール基は非置換であるか又はＦ、Cl、Br、Ｉ、CN
、NO2、SF5、-NR9R10、１、２、３又は４個の炭素原子を有するアルコキシ、１、２、３
、４、５又は６個の炭素原子を有するアルキル、-Oa-(CH2)b-(CF2)c-CF3、-Od-CHF2、-Oe
-CH2F、１、２、３又は４個の炭素原子を有する-SOf-アルキル、S-(CH2)g-(CF2)h-CF3、-
(CH2)k-アリール又は-(CH2)l-ヘテロアリール（ここでアリール及びヘテロアリール基は
Ｆ、Cl、Br、Ｉ、CF3、１、２、３又は４個の炭素原子を有するアルコキシ、又は１、２
、３若しくは４個の炭素原子を有するアルキルにより置換されることができる）からなる
群より選択される１、２、３又は４個の基により置換され；
　R9及びR10は互いに独立して水素、又は１、２、３若しくは４個の炭素原子を有するア
ルキルであり；
　ａ、ｄ及びｅは互いに独立してゼロ又は１であり；
　ｂ、ｃ、ｇ、ｈ、ｋ及びｌは互いに独立してゼロ、１、２又は３であり；
　ｆはゼロ、１又は２であり；
　Ｂは-O-(CR11R12)-、-C≡C-、-C(R13R14)-C(R15R16)-、-NR17-C(R18R19)-又は-NR20-C(
O)-であり；
　R11、R12、R13、R14、R15、R16、R17、R18、R19及びR20は互いに独立して水素、又は１
、２、３若しくは４個の炭素原子を有するアルキルであり；
　ＤはC(O)OH、C(O)NHR21又はC(N-OH)NHR22であり；
　R21及びR22は互いに独立して水素、１、２、３又は４個の炭素原子を有する-SO2-アル
キル、-SO2-アリール、-C(O)-アルキル（ここでアルキルは１、２、３又は４個の炭素原
子を有する）、-C(O)-アリール、-C(O)OR23、-C(O)NR24R25又は-CNであり；
　R23は１、２、３又は４個の炭素原子を有するアルキル、又はアリールであり；
　R24及びR25は互いに独立して水素、１、２、３又は４個の炭素原子を有するアルキル又
はアリールであり；
　R1及びR2は互いに独立して１、２、３、４、５又は６個の炭素原子を有するアルキルで
あり；
　ここで、アルキル基は非置換であるか又はＦ、Cl、Br、Ｉ、１、２、３又は４個の炭素
原子を有する-S-アルキル、又は-Om-(CH2)n-R26からなる群より選択される１、２又は３
個の基により置換され；
　ｍはゼロ又は１であり；
　ｎはゼロ、１、２又は３であり；
　R26は水素、アリール又はヘテロアリールであり、ここでアリール又はヘテロアリール
基は非置換であるか、又はＦ、Cl、Br、Ｉ、OH又は１、２、３若しくは４個の炭素原子を
有するアルキルにより置換され；
又は、
　R1及びR2はそれらが結合する炭素原子と一緒になって、3-、4-、5-又は6-員の炭素環を
形成する；
請求項１に記載の式Ｉの化合物、及び／又はその医薬として許容し得る塩及び／又はプロ
ドラッグ。
【請求項３】
　式Ｉにおいて、
　Ｘは-CR3=CR4-、-CR5=N-、-N=CR6-、-NH-又は-S-であり；
　R3、R4、R5及びR6は互いに独立して水素、Ｆ、Cl又はBrであり；
　Y1、Y2、Y3及びY4は互いに独立して-CR8-又は窒素であるが、ただしY1、Y2、Y3及びY4
のうちの少なくとも３つは-CR8-であり；
　R8は水素、Ｆ又はClであり；
　Ａはシクロヘキシル、ピペリジル、フェニル、ナフチル、インダニル、2,3-ジヒドロ-
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ベンゾ[1,4]ジオキサニル、ベンゾ[1,3]ジオキソリル、フリル、チエニル、ピリジル、オ
キサゾリル、イソオキサゾリル、チアゾリル、イミダゾリル、ピラゾリル、ピラジニル、
ピリミジニル、ピリダジニル、オキサジアゾリル、トリアゾリル、ベンゾチオフェニル、
ベンゾオキサゾリル、ベンゾチアゾリル、ベンゾイミダゾリル、ベンゾオキサジアゾリル
、ベンゾトリアゾリル、ベンゾ-1,1-ジオキシド-チオフェニル又はキノリルであり；
　ここで、シクロヘキシルは非置換であるか又は１、２若しくは３個のメチル基により置
換され；
　ここで、ピペリジルは非置換であるか又は１、２、３若しくは４個の炭素原子を有する
アルキル、-C(O)CH3、-C(O)CH2CH3、-C(O)-シクロプロピル、-C(O)CF3、-C(O)OC(CH3)3に
より置換され；
　ここでアリール又はヘテロアリール基は非置換であるか又はＦ、Cl、Br、CN、NO2、SF5
、-N(CH3)2、メトキシ、エトキシ、１、２、３又は４個の炭素原子を有するアルキル、CF

3、OCF3、OCH2CF3、OCHF2、SCH3、SOCH3、SO2CH3、SCF3、フェニル、ベンジル、ピラゾリ
ル、ピロリル及びトリアゾリル（ここでフェニルはClにより置換されることができる）か
らなる群より選択される１、２又は３個の基により置換され；
　Ｂは-O-C(R11R12)-；-C≡C-、-C(R13R14)-C(R15R16)-、-NR17-C(R18R19)-又は-NR20-C(
O)-であり；
　R11、R13、R14、R15、R16、R18及びR19は水素であり；
　R12、R17及びR20は水素又はメチルであり；
　ＤはC(O)OH、C(O)NHR21又はC(N-OH)NHR22であり；
　R21は１、２、３又は４個の炭素原子を有する-SO2-アルキル又は-SO2-フェニルであり
；
　R22は水素であり；
　R1及びR2は互いに独立して１、２又は３個の炭素原子を有するアルキルであり；
又は、
　R1及びR2はそれらが結合する炭素原子と一緒になって、3-、4-又は5-員の炭素環を形成
する；
請求項１又は２に記載の式Ｉの化合物、及び／又はその医薬として許容し得る塩及び／又
はプロドラッグ。
【請求項４】
　式Ｉにおいて、
　Ｘは-CR3=CR4-又は-S-であり；
　R3及びR4は互いに独立して水素、Ｆ、Cl又はBrであり；
　Y1、Y2、Y3及びY4は互いに独立して-CR8-であり；
　R8は水素、Ｆ又はClであり；
　Ａはシクロヘキシル、ピペリジル、フェニル、ナフチル、インダニル、2,3-ジヒドロ-
ベンゾ[1,4]ジオキサニル、ベンゾ[1,3]ジオキソリル、フリル、チエニル、ピリジル、オ
キサゾリル、イソオキサゾリル、チアゾリル、イミダゾリル、ピラゾリル、ピラジニル、
ピリミジニル、ピリダジニル、オキサジアゾリル、トリアゾリル、ベンゾチオフェニル、
ベンゾオキサゾリル、ベンゾチアゾリル、ベンゾイミダゾリル、ベンゾオキサジアゾリル
、ベンゾトリアゾリル、ベンゾ-1,1-ジオキシド-チオフェニル又はキノリルであり；
　ここで、シクロヘキシルは非置換であるか又は１、２若しくは３個のメチル基により置
換され；
　ここで、ピペリジルは非置換であるか又は１、２、３若しくは４個の炭素原子を有する
アルキル、-C(O)CH3、-C(O)CH2CH3、-C(O)-シクロプロピル、-C(O)CF3、-C(O)OC(CH3)3に
より置換され；
　ここでアリール又はヘテロアリール基は非置換であるか又はＦ、Cl、Br、CN、NO2、SF5
、-N(CH3)2、メトキシ、エトキシ、１、２、３又は４個の炭素原子を有するアルキル、CF

3、OCF3、OCH2CF3、OCHF2、SCH3、SOCH3、SO2CH3、SCF3、フェニル、ベンジル、ピラゾリ
ル、ピロリル及びトリアゾリル（ここでフェニルはClにより置換されることができる）か
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らなる群より選択される１、２又は３個の基により置換され；
　Ｂは-O-C(R11R12)-であり；
　R11は水素であり；
　R12は水素又はメチルであり；
　ＤはC(O)OHであり；
　R1及びR2は互いに独立して１、２又は３個の炭素原子を有するアルキルであるか；
又は、
　R1及びR2はそれらが結合する炭素原子と一緒になって、3-、4-又は5-員の炭素環を形成
する；
請求項１～３のいずれか１項に記載の式Ｉの化合物、及び／又はその医薬として許容し得
る塩及び／又はプロドラッグ。
【請求項５】
　以下の群：
　2-[(1-ベンジルオキシ-ナフタレン-2-カルボニル)-アミノ]-2-メチルプロピオン酸；
　2-メチル-2-｛[1-(ピリジン-2-イルメトキシ)-ナフタレン-2-カルボニル]-アミノ｝-プ
ロピオン酸；
　2-[(1-シクロヘキシルメトキシ-ナフタレン-2-カルボニル)-アミノ]-2-メチルプロピオ
ン酸；
　2-メチル-2-｛[1-(4-メチル-ベンジルオキシ)-ナフタレン-2-カルボニル]-アミノ｝-プ
ロピオン酸；
　2-メチル-2-｛[1-(6-メチルピリジン-2-イルメトキシ)-ナフタレン-2-カルボニル]-ア
ミノ｝-プロピオン酸；
　2-メチル-2-｛[1-(4-メチル-シクロヘキシルメトキシ)-ナフタレン-2-カルボニル]-ア
ミノ｝-プロピオン酸；
　2-｛[1-(4-エチル-ベンジルオキシ)-ナフタレン-2-カルボニル]-アミノ｝-2-メチルプ
ロピオン酸；
　2-｛[1-(6-メトキシ-ピリジン-3-イルメトキシ)-ナフタレン-2-カルボニル]-アミノ｝-
2-メチルプロピオン酸；
　2-｛[1-(4-クロロ-ベンジルオキシ)-ナフタレン-2-カルボニル]-アミノ｝-2-メチルプ
ロピオン酸；
　2-｛[1-(6-クロロピリジン-3-イルメトキシ)-ナフタレン-2-カルボニル]-アミノ｝-2-
メチルプロピオン酸；
　2-｛[1-(1H-ベンゾイミダゾール-2-イルメトキシ)-ナフタレン-2-カルボニル]-アミノ
｝-2-メチルプロピオン酸；
　2-｛[1-(インダン-5-イルメトキシ)-ナフタレン-2-カルボニル]-アミノ｝-2-メチルプ
ロピオン酸；
　2-｛[1-(ベンゾ[1,2,5]オキサジアゾール-5-イルメトキシ)-ナフタレン-2-カルボニル]
-アミノ｝-2-メチルプロピオン酸；
　2-｛[1-(4-イソプロピル-ベンジルオキシ)-ナフタレン-2-カルボニル]-アミノ｝-2-メ
チルプロピオン酸；
　2-メチル-2-｛[1-(2,4,6-トリメチル-ベンジルオキシ)-ナフタレン-2-カルボニル]-ア
ミノ｝-プロピオン酸；
　2-メチル-2-｛[1-(4-ニトロ-ベンジルオキシ)-ナフタレン-2-カルボニル]-アミノ｝-プ
ロピオン酸；
　2-｛[1-(6-メトキシ-ピリジン-3-イルメトキシ)-ナフタレン-2-カルボニル]-アミノ｝-
2-メチル酪酸；
　2-メチル-2-｛[1-(4-メチルスルファニル-ベンジルオキシ)-ナフタレン-2-カルボニル]
-アミノ｝-プロピオン酸；
　2-メチル-2-｛[1-(2,4,6-トリメチル-シクロヘキシルメトキシ)-ナフタレン-2-カルボ
ニル]-アミノ｝-プロピオン酸；
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　2-(｛1-[1-(4-クロロフェニル)-エトキシ]-ナフタレン-2-カルボニル｝-アミノ)-2-メ
チルプロピオン酸；
　2-メチル-2-｛[1-(ナフタレン-2-イルメトキシ)-ナフタレン-2-カルボニル]-アミノ｝-
プロピオン酸；
　2-メチル-2-｛[1-(キノリン-2-イルメトキシ)-ナフタレン-2-カルボニル]-アミノ｝-プ
ロピオン酸；
　2-｛[1-(4-クロロ-2-フルオロベンジルオキシ)-ナフタレン-2-カルボニル]-アミノ｝-2
-メチルプロピオン酸；
　2-｛[1-(4-クロロ-3-フルオロベンジルオキシ)-ナフタレン-2-カルボニル]-アミノ｝-2
-メチルプロピオン酸；
　2-メチル-2-｛[1-(1-メチル-1H-ベンゾトリアゾール-5-イルメトキシ)-ナフタレン-2-
カルボニル]-アミノ｝-プロピオン酸；
　2-｛[1-(ベンゾ[b]チオフェン-2-イルメトキシ)-ナフタレン-2-カルボニル]-アミノ｝-
2-メチルプロピオン酸；
　2-｛[1-(ベンゾ[b]チオフェン-3-イルメトキシ)-ナフタレン-2-カルボニル]-アミノ｝-
2-メチルプロピオン酸；
　2-｛[1-(4-tert-ブチル-ベンジルオキシ)-ナフタレン-2-カルボニル]-アミノ｝-2-メチ
ルプロピオン酸；
　2-｛[1-(4-ブチル-ベンジルオキシ)-ナフタレン-2-カルボニル]-アミノ｝-2-メチルプ
ロピオン酸；
　2-｛[1-(ベンゾチアゾール-2-イルメトキシ)-ナフタレン-2-カルボニル]-アミノ｝-2-
メチルプロピオン酸；
　2-メチル-2-｛[3-(キノリン-2-イルメトキシ)-ベンゾ[b]チオフェン-2-カルボニル]-ア
ミノ｝-プロピオン酸；
　2-｛[1-(2,3-ジヒドロ-ベンゾ[1,4]ジオキシン-2-イルメトキシ)-ナフタレン-2-カルボ
ニル]-アミノ｝-2-メチルプロピオン酸；
　2-｛[1-(2,3-ジヒドロ-ベンゾ[1,4]ジオキシン-6-イルメトキシ)-ナフタレン-2-カルボ
ニル]-アミノ｝-2-メチルプロピオン酸；
　2-｛[1-(6-メタンスルフィニル-ピリジン-3-イルメトキシ)-ナフタレン-2-カルボニル]
-アミノ｝-2-メチルプロピオン酸；
　2-｛[3-(ベンゾチアゾール-2-イルメトキシ)-ベンゾ[b]チオフェン-2-カルボニル]-ア
ミノ｝-2-メチルプロピオン酸；
　2-｛[3-(ベンゾチアゾール-2-イルメトキシ)-チエノ[2,3-b]ピリジン-2-カルボニル]-
アミノ｝-2-メチルプロピオン酸；
　2-メチル-2-｛[1-(3-ピロール-1-イル-ベンジルオキシ)-ナフタレン-2-カルボニル]-ア
ミノ｝-プロピオン酸；
　2-｛[1-(5-クロロ-6-メトキシ-ピリジン-3-イルメトキシ)-ナフタレン-2-カルボニル]-
アミノ｝-2-メチルプロピオン酸；
　2-｛[1-(4-ジフルオロメトキシ-ベンジルオキシ)-ナフタレン-2-カルボニル]-アミノ｝
-2-メチルプロピオン酸；
　2-メチル-2-｛[1-(4-ピラゾール-1-イル-ベンジルオキシ)-ナフタレン-2-カルボニル]-
アミノ｝-プロピオン酸；
　2-メチル-2-｛[1-(2-フェニル-オキサゾール-4-イルメトキシ)-ナフタレン-2-カルボニ
ル]-アミノ｝-プロピオン酸；
　2-メチル-2-｛[1-(4-[1,2,4]トリアゾール-1-イル-ベンジルオキシ)-ナフタレン-2-カ
ルボニル]-アミノ｝-プロピオン酸；
　2-メチル-2-｛[1-(4-トリフルオロメチルベンジルオキシ)-ナフタレン-2-カルボニル]-
アミノ｝-プロピオン酸；
　2-メチル-2-｛[1-(3-トリフルオロメチルベンジルオキシ)-ナフタレン-2-カルボニル]-
アミノ｝-プロピオン酸；
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　2-メチル-2-｛[1-(5-フェニル-[1,3,4]オキサジアゾール-2-イルメトキシ)-ナフタレン
-2-カルボニル]-アミノ｝-プロピオン酸；
　2-｛[1-(2,4-ジクロロ-ベンジルオキシ)-ナフタレン-2-カルボニル]-アミノ｝-2-メチ
ルプロピオン酸；
　2-｛[1-(3,4-ジクロロ-ベンジルオキシ)-ナフタレン-2-カルボニル]-アミノ｝-2-メチ
ルプロピオン酸；
　2-メチル-2-｛[1-(6-トリフルオロメチルピリジン-3-イルメトキシ)-ナフタレン-2-カ
ルボニル]-アミノ｝-プロピオン酸；
　2-メチル-2-｛[4-(4-トリフルオロメチルベンジルオキシ)-イソキノリン-3-カルボニル
]-アミノ｝-プロピオン酸；
　1-｛[1-(ベンゾチアゾール-2-イルメトキシ)-ナフタレン-2-カルボニル]-アミノ｝-シ
クロブタンカルボン酸；
　2-｛[1-(5,6-ジクロロピリジン-3-イルメトキシ)-ナフタレン-2-カルボニル]-アミノ｝
-2-メチルプロピオン酸；
　2-｛[1-(ベンゾ[b]チオフェン-2-イルメトキシ)-ナフタレン-2-カルボニル]-アミノ｝-
2-メチル酪酸；
　2-｛[1-(ベンゾ[b]チオフェン-3-イルメトキシ)-ナフタレン-2-カルボニル]-アミノ｝-
2-メチル酪酸；
　2-｛[1-(ベンゾチアゾール-2-イルメトキシ)-ナフタレン-2-カルボニル]-アミノ｝-2-
メチル酪酸；
　2-｛[1-(1-ベンゾチアゾール-2-イルエトキシ)-ナフタレン-2-カルボニル]-アミノ｝-2
-メチルプロピオン酸；
　2-メチル-2-｛[3-(キノリン-2-イルメトキシ)-ベンゾ[b]チオフェン-2-カルボニル]-ア
ミノ｝-酪酸；
　2-｛[1-(2,3-ジヒドロ-ベンゾ[1,4]ジオキシン-2-イルメトキシ)-ナフタレン-2-カルボ
ニル]-アミノ｝-2-メチル酪酸；
　2-メチル-2-｛[3-(4-トリフルオロメチルベンジルオキシ)-ベンゾ[b]チオフェン-2-カ
ルボニル]-アミノ｝-プロピオン酸；
　2-メチル-2-｛[3-(6-トリフルオロメチルピリジン-3-イルメトキシ)-ベンゾ[b]チオフ
ェン-2-カルボニル]-アミノ｝-プロピオン酸；
　2-｛[1-(5-フルオロベンゾチアゾール-2-イルメトキシ)-ナフタレン-2-カルボニル]-ア
ミノ｝-2-メチルプロピオン酸；
　2-｛[1-(6-クロロ-ベンゾオキサゾール-2-イルメトキシ)-ナフタレン-2-カルボニル]-
アミノ｝-2-メチルプロピオン酸；
　2-｛[1-(5-クロロ-ベンゾオキサゾール-2-イルメトキシ)-ナフタレン-2-カルボニル]-
アミノ｝-2-メチルプロピオン酸；
　2-｛[1-(ビフェニル-4-イルメトキシ)-ナフタレン-2-カルボニル]-アミノ｝-2-メチル
プロピオン酸；
　2-｛[3-(ベンゾチアゾール-2-イルメトキシ)-ベンゾ[b]チオフェン-2-カルボニル]-ア
ミノ｝-2-メチル酪酸；
　2-｛[1-(4-メタンスルホニル-ベンジルオキシ)-ナフタレン-2-カルボニル]-アミノ｝-2
-メチルプロピオン酸；
　2-｛[1-(6-クロロ-ベンゾ[1,3]ジオキソール-5-イルメトキシ)-ナフタレン-2-カルボニ
ル]-アミノ｝-2-メチルプロピオン酸；
　2-｛[1-(4-ブロモ-ベンジルオキシ)-ナフタレン-2-カルボニル]-アミノ｝-2-メチルプ
ロピオン酸；
　2-｛[1-(3-ブロモ-ベンジルオキシ)-ナフタレン-2-カルボニル]-アミノ｝-2-メチルプ
ロピオン酸；
　2-｛[1-(6-メタンスルホニル-ピリジン-3-イルメトキシ)-ナフタレン-2-カルボニル]-
アミノ｝-2-メチルプロピオン酸；
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　2-｛[1-(5-クロロ-6-エトキシ-ピリジン-3-イルメトキシ)-ナフタレン-2-カルボニル]-
アミノ｝-2-メチルプロピオン酸；
　2-｛[1-(6-ブロモピリジン-3-イルメトキシ)-ナフタレン-2-カルボニル]-アミノ｝-2-
メチルプロピオン酸；
　2-｛[1-(4-ジフルオロメトキシ-ベンジルオキシ)-ナフタレン-2-カルボニル]-アミノ｝
-2-メチル酪酸；
　2-メチル-2-｛[1-(5-メチル-2-フェニル-2H-[1,2,3]トリアゾール-4-イルメトキシ)-ナ
フタレン-2-カルボニル]-アミノ｝-プロピオン酸；
　2-｛[1-(5-シアノ-ベンゾ[b]チオフェン-2-イルメトキシ)-ナフタレン-2-カルボニル]-
アミノ｝-2-メチルプロピオン酸；
　2-メチル-2-(｛1-[1-(4-トリフルオロメチル-フェニル)-エトキシ]-ナフタレン-2-カル
ボニル｝-アミノ)-プロピオン酸；
　2-メチル-2-｛[1-(4-トリフルオロメチルベンジルオキシ)-ナフタレン-2-カルボニル]-
アミノ｝-酪酸；
　(R)-2-メチル-2-｛[1-(4-トリフルオロメチルベンジルオキシ)-ナフタレン-2-カルボニ
ル]-アミノ｝-酪酸；
　2-メチル-2-(｛1-[(S)-1-(4-トリフルオロメチル-フェニル)-エトキシ]-ナフタレン-2-
カルボニル｝-アミノ)-プロピオン酸；
　2-メチル-2-(｛1-[(R)-1-(4-トリフルオロメチル-フェニル)-エトキシ]-ナフタレン-2-
カルボニル｝-アミノ)-プロピオン酸；
　(S)-2-メチル-2-｛[1-(4-トリフルオロメチルベンジルオキシ)-ナフタレン-2-カルボニ
ル]-アミノ｝-酪酸；
　2-メチル-2-(｛1-[1-(2-トリフルオロメチル-フェニル)-エトキシ]-ナフタレン-2-カル
ボニル｝-アミノ)-プロピオン酸；
　2-メチル-2-(｛1-[1-(3-トリフルオロメチル-フェニル)-エトキシ]-ナフタレン-2-カル
ボニル｝-アミノ)-プロピオン酸；
　2-(｛1-[1-(3,4-ジクロロフェニル)-エトキシ]-ナフタレン-2-カルボニル｝-アミノ)-2
-メチルプロピオン酸；
　(S)-2-メチル-2-｛[1-(6-トリフルオロメチルピリジン-3-イルメトキシ)-ナフタレン-2
-カルボニル]-アミノ｝-酪酸；
　2-メチル-2-｛[1-(6-トリフルオロメチルピリジン-3-イルメトキシ)-ナフタレン-2-カ
ルボニル]-アミノ｝-酪酸；
　(R)-2-メチル-2-｛[1-(6-トリフルオロメチルピリジン-3-イルメトキシ)-ナフタレン-2
-カルボニル]-アミノ｝-酪酸；
　1-(6-トリフルオロメチルピリジン-3-イルメトキシ)-ナフタレン-2-カルボン酸 [1-(N-
ヒドロキシカルバムイミドイル)-1-メチル-エチル]-アミド；
　1-｛[1-(ベンゾチアゾール-2-イルメトキシ)-ナフタレン-2-カルボニル]-アミノ｝-シ
クロペンタンカルボン酸；
　2-メチル-2-｛[1-(2-フェニルチアゾール-4-イルメトキシ)-ナフタレン-2-カルボニル]
-アミノ｝-プロピオン酸；
　1-｛[3-(キノリン-2-イルメトキシ)-ベンゾ[b]チオフェン-2-カルボニル]-アミノ｝-シ
クロペンタンカルボン酸；
　2-メチル-2-｛[1-(4-トリフルオロメトキシ-ベンジルオキシ)-ナフタレン-2-カルボニ
ル]-アミノ｝-プロピオン酸；
　2-メチル-2-｛[1-(3-トリフルオロメトキシ-ベンジルオキシ)-ナフタレン-2-カルボニ
ル]-アミノ｝-プロピオン酸；
　1-｛[1-(2,3-ジヒドロ-ベンゾ[1,4]ジオキシン-2-イルメトキシ)-ナフタレン-2-カルボ
ニル]-アミノ｝-シクロペンタンカルボン酸；
　2-｛[4-クロロ-1-(キノリン-2-イルメトキシ)-ナフタレン-2-カルボニル]-アミノ｝-2-
メチルプロピオン酸；
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　2-｛[4-フルオロ-1-(4-トリフルオロメチルベンジルオキシ)-ナフタレン-2-カルボニル
]-アミノ｝-2-メチルプロピオン酸；
　2-｛[1-(2-フルオロ-4-トリフルオロメチルベンジルオキシ)-ナフタレン-2-カルボニル
]-アミノ｝-2-メチルプロピオン酸；
　2-メチル-2-(｛3-[1-(4-トリフルオロメチル-フェニル)-エトキシ]-ベンゾ[b]チオフェ
ン-2-カルボニル｝-アミノ)-プロピオン酸；
　2-メチル-2-｛[3-(4-トリフルオロメチルベンジルオキシ)-ベンゾ[b]チオフェン-2-カ
ルボニル]-アミノ｝-酪酸；
　2-メチル-2-｛[3-(6-トリフルオロメチルピリジン-3-イルメトキシ)-ベンゾ[b]チオフ
ェン-2-カルボニル]-アミノ｝-酪酸；
　2-｛[1-(5-フルオロベンゾチアゾール-2-イルメトキシ)-ナフタレン-2-カルボニル]-ア
ミノ｝-2-メチル酪酸；
　2-メチル-2-｛[3-(4-トリフルオロメトキシ-ベンジルオキシ)-ベンゾ[b]チオフェン-2-
カルボニル]-アミノ｝-プロピオン酸；
　2-｛[1-(5-クロロ-ベンゾ[b]チオフェン-3-イルメトキシ)-ナフタレン-2-カルボニル]-
アミノ｝-2-メチルプロピオン酸；
　2-｛[1-(5-クロロベンゾチアゾール-2-イルメトキシ)-ナフタレン-2-カルボニル]-アミ
ノ｝-2-メチルプロピオン酸；
　2-｛[1-(ベンゾチアゾール-2-イルメトキシ)-4-クロロナフタレン-2-カルボニル]-アミ
ノ｝-2-メチルプロピオン酸；
　2-｛[1-(4-メタンスルホニル-ベンジルオキシ)-ナフタレン-2-カルボニル]-アミノ｝-2
-メチル酪酸；
　2-｛[4-クロロ-1-(5-トリフルオロメチル-フラン-2-イルメトキシ)-ナフタレン-2-カル
ボニル]-アミノ｝-2-メチルプロピオン酸；
　2-(｛1-[1-(4-ブロモ-フェニル)-エトキシ]-ナフタレン-2-カルボニル｝-アミノ)-2-メ
チルプロピオン酸；
　2-(｛1-[1-(3-ブロモ-フェニル)-エトキシ]-ナフタレン-2-カルボニル｝-アミノ)-2-メ
チルプロピオン酸；
　2-｛[1-(5,6-ジフルオロベンゾチアゾール-2-イルメトキシ)-ナフタレン-2-カルボニル
]-アミノ｝-2-メチルプロピオン酸；
　1-｛[1-(4-トリフルオロメチルベンジルオキシ)-ナフタレン-2-カルボニル]-アミノ｝-
シクロペンタンカルボン酸；
　1-｛[1-(6-トリフルオロメチルピリジン-3-イルメトキシ)-ナフタレン-2-カルボニル]-
アミノ｝-シクロペンタンカルボン酸；
　2,3-ジメチル-2-｛[1-(4-トリフルオロメチルベンジルオキシ)-ナフタレン-2-カルボニ
ル]-アミノ｝-酪酸；
　2-｛[4-クロロ-1-(5-シクロプロピル-[1,3,4]チアジアゾール-2-イルメトキシ)-ナフタ
レン-2-カルボニル]-アミノ｝-2-メチル酪酸；
　2-｛[1-(4-ブロモ-2-フルオロベンジルオキシ)-ナフタレン-2-カルボニル]-アミノ｝-2
-メチルプロピオン酸；
　2-｛[1-(5-tert-ブチル-ベンゾオキサゾール-2-イルメトキシ)-ナフタレン-2-カルボニ
ル]-アミノ｝-2-メチルプロピオン酸；
　2-メチル-2-｛[1-(4-トリフルオロメトキシ-ベンジルオキシ)-ナフタレン-2-カルボニ
ル]-アミノ｝-酪酸；
　2-メチル-2-｛[1-(3-トリフルオロメトキシ-ベンジルオキシ)-ナフタレン-2-カルボニ
ル]-アミノ｝-酪酸；
　2-｛[1-(4-メトキシ-3-トリフルオロメチルベンジルオキシ)-ナフタレン-2-カルボニル
]-アミノ｝-2-メチルプロピオン酸；
　2-メチル-2-(｛1-[6-(2,2,2-トリフルオロ-エトキシ)-ピリジン-3-イルメトキシ]-ナフ
タレン-2-カルボニル｝-アミノ)-プロピオン酸；
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　(S)-2-｛[1-(2-フルオロ-4-トリフルオロメチルベンジルオキシ)-ナフタレン-2-カルボ
ニル]-アミノ｝-2-メチル酪酸；
　2-｛[1-(2-フルオロ-4-トリフルオロメチルベンジルオキシ)-ナフタレン-2-カルボニル
]-アミノ｝-2-メチル酪酸；
　(R)-2-｛[1-(2-フルオロ-4-トリフルオロメチルベンジルオキシ)-ナフタレン-2-カルボ
ニル]-アミノ｝-2-メチル酪酸；
　2-メチル-2-｛[1-(4-トリフルオロメチルスルファニル-ベンジルオキシ)-ナフタレン-2
-カルボニル]-アミノ｝-プロピオン酸；
　1-｛[3-(4-トリフルオロメチルベンジルオキシ)-ベンゾ[b]チオフェン-2-カルボニル]-
アミノ｝-シクロペンタンカルボン酸；
　2-(｛1-[2-(4-クロロフェニル)-オキサゾール-5-イルメトキシ]-ナフタレン-2-カルボ
ニル｝-アミノ)-2-メチルプロピオン酸；
　2-(｛1-[5-(4-クロロフェニル)-オキサゾール-2-イルメトキシ]-ナフタレン-2-カルボ
ニル｝-アミノ)-2-メチルプロピオン酸；
　2-メチル-2-(｛3-[1-(4-トリフルオロメチル-フェニル)-エトキシ]-ベンゾ[b]チオフェ
ン-2-カルボニル｝-アミノ)-酪酸；
　2,3-ジメチル-2-｛[3-(4-トリフルオロメチルベンジルオキシ)-ベンゾ[b]チオフェン-2
-カルボニル]-アミノ｝-酪酸；
　2-｛[4-クロロ-1-(4-トリフルオロメチルベンジルオキシ)-ナフタレン-2-カルボニル]-
アミノ｝-2-メチルプロピオン酸；
　2-｛[4-クロロ-1-(5-トリフルオロメチルピリジン-2-イルメトキシ)-ナフタレン-2-カ
ルボニル]-アミノ｝-2-メチルプロピオン酸；
　2-｛[4-クロロ-1-(6-トリフルオロメチルピリジン-3-イルメトキシ)-ナフタレン-2-カ
ルボニル]-アミノ｝-2-メチルプロピオン酸；
　2-｛[1-(2,3-ジフルオロ-4-トリフルオロメチルベンジルオキシ)-ナフタレン-2-カルボ
ニル]-アミノ｝-2-メチルプロピオン酸；
　2-メチル-2-｛[3-(4-トリフルオロメトキシ-ベンジルオキシ)-ベンゾ[b]チオフェン-2-
カルボニル]-アミノ｝-酪酸；
　(S)-2-｛[1-(ベンゾチアゾール-2-イルメトキシ)-4-クロロナフタレン-2-カルボニル]-
アミノ｝-2-メチル酪酸；
　(R)-2-｛[1-(ベンゾチアゾール-2-イルメトキシ)-4-クロロナフタレン-2-カルボニル]-
アミノ｝-2-メチル酪酸；
　2-｛[1-(ベンゾチアゾール-2-イルメトキシ)-4-クロロナフタレン-2-カルボニル]-アミ
ノ｝-2-メチル酪酸；
　2-｛[1-(5,6-ジフルオロベンゾチアゾール-2-イルメトキシ)-ナフタレン-2-カルボニル
]-アミノ｝-2-メチル酪酸；
　2-メチル-2-｛[1-(6-トリフルオロメチル-1H-ベンゾイミダゾール-2-イルメトキシ)-ナ
フタレン-2-カルボニル]-アミノ｝-プロピオン酸；
　2-｛[4-クロロ-1-(3-チオフェン-2-イル-[1,2,4]オキサジアゾール-5-イルメトキシ)-
ナフタレン-2-カルボニル]-アミノ｝-2-メチルプロピオン酸；
　2-｛[4-クロロ-1-(5-チオフェン-2-イル-[1,2,4]オキサジアゾール-3-イルメトキシ)-
ナフタレン-2-カルボニル]-アミノ｝-2-メチルプロピオン酸；
　2-｛[1-(5,6-ジクロロ-1H-ベンゾイミダゾール-2-イルメトキシ)-ナフタレン-2-カルボ
ニル]-アミノ｝-2-メチルプロピオン酸；
　1-｛[1-(4-トリフルオロメトキシ-ベンジルオキシ)-ナフタレン-2-カルボニル]-アミノ
｝-シクロペンタンカルボン酸；
　2-｛[1-(4-ブロモ-2-フルオロベンジルオキシ)-ナフタレン-2-カルボニル]-アミノ｝-2
-メチル酪酸；
　2,3-ジメチル-2-｛[1-(4-トリフルオロメトキシ-ベンジルオキシ)-ナフタレン-2-カル
ボニル]-アミノ｝-酪酸；
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　2-メチル-2-(｛1-[6-(2,2,2-トリフルオロ-エトキシ)-ピリジン-3-イルメトキシ]-ナフ
タレン-2-カルボニル｝-アミノ)-酪酸；
　2-メチル-2-(｛1-[3-メチル-4-(2,2,2-トリフルオロ-エトキシ)-ピリジン-2-イルメト
キシ]-ナフタレン-2-カルボニル｝-アミノ)-プロピオン酸；
　(S)-2-メチル-2-｛[1-(4-トリフルオロメチルスルファニル-ベンジルオキシ)-ナフタレ
ン-2-カルボニル]-アミノ｝-酪酸；
　(R)-2-メチル-2-｛[1-(4-トリフルオロメチルスルファニル-ベンジルオキシ)-ナフタレ
ン-2-カルボニル]-アミノ｝-酪酸；
　2-メチル-2-｛[1-(4-トリフルオロメチルスルファニル-ベンジルオキシ)-ナフタレン-2
-カルボニル]-アミノ｝-酪酸；
　2-｛[1-(5-ブロモピリジン-2-イルメトキシ)-4-クロロナフタレン-2-カルボニル]-アミ
ノ｝-2-メチルプロピオン酸；
　2-｛[1-(6-ブロモピリジン-3-イルメトキシ)-4-クロロナフタレン-2-カルボニル]-アミ
ノ｝-2-メチルプロピオン酸；
　1-｛[3-(4-トリフルオロメトキシ-ベンジルオキシ)-ベンゾ[b]チオフェン-2-カルボニ
ル]-アミノ｝-シクロペンタンカルボン酸；
　2-｛[4-クロロ-1-(4-トリフルオロメチルベンジルオキシ)-ナフタレン-2-カルボニル]-
アミノ｝-2-メチル酪酸；
　2-(｛4-クロロ-1-[1-(4-トリフルオロメチル-フェニル)-エトキシ]-ナフタレン-2-カル
ボニル｝-アミノ)-2-メチルプロピオン酸；
　2-(｛4-クロロ-1-[1-(6-トリフルオロメチルピリジン-3-イル)-エトキシ]-ナフタレン-
2-カルボニル｝-アミノ)-2-メチルプロピオン酸；
　2-｛[4-クロロ-1-(6-トリフルオロメチルピリジン-3-イルメトキシ)-ナフタレン-2-カ
ルボニル]-アミノ｝-2-メチル酪酸；
　(S)-2-｛[4-クロロ-1-(6-トリフルオロメチルピリジン-3-イルメトキシ)-ナフタレン-2
-カルボニル]-アミノ｝-2-メチル酪酸；
　(R)-2-｛[4-クロロ-1-(6-トリフルオロメチルピリジン-3-イルメトキシ)-ナフタレン-2
-カルボニル]-アミノ｝-2-メチル酪酸；
　1-｛[1-(ベンゾチアゾール-2-イルメトキシ)-4-クロロナフタレン-2-カルボニル]-アミ
ノ｝-シクロペンタンカルボン酸；
　2-｛[1-(2,3-ジフルオロ-4-トリフルオロメチルベンジルオキシ)-ナフタレン-2-カルボ
ニル]-アミノ｝-2-メチル酪酸；
　2,3-ジメチル-2-｛[3-(4-トリフルオロメトキシ-ベンジルオキシ)-ベンゾ[b]チオフェ
ン-2-カルボニル]-アミノ｝-酪酸；
　2-｛[4-クロロ-1-(4-トリフルオロメトキシ-ベンジルオキシ)-ナフタレン-2-カルボニ
ル]-アミノ｝-2-メチルプロピオン酸；
　2-｛[1-(3-クロロ-4-トリフルオロメトキシ-ベンジルオキシ)-ナフタレン-2-カルボニ
ル]-アミノ｝-2-メチルプロピオン酸；
　2-｛[4-クロロ-1-(2-フルオロ-4-トリフルオロメチルベンジルオキシ)-ナフタレン-2-
カルボニル]-アミノ｝-2-メチルプロピオン酸；
　2-メチル-2-｛[1-(5-トリフルオロメチル-ベンゾチアゾール-2-イルメトキシ)-ナフタ
レン-2-カルボニル]-アミノ｝-プロピオン酸；
　2-｛[1-(4-ペンタフルオロチオ-ベンジルオキシ)-ナフタレン-2-カルボニル]-アミノ｝
-2-メチルプロピオン酸；
　1-｛[4-クロロ-1-(4-トリフルオロメチルベンジルオキシ)-ナフタレン-2-カルボニル]-
アミノ｝-シクロペンタンカルボン酸；
　2-(｛1-[3-メトキシ-4-(2,2,2-トリフルオロ-エトキシ)-ピリジン-2-イルメトキシ]-ナ
フタレン-2-カルボニル｝-アミノ)-2-メチルプロピオン酸；
　1-｛[4-クロロ-1-(6-トリフルオロメチルピリジン-3-イルメトキシ)-ナフタレン-2-カ
ルボニル]-アミノ｝-シクロペンタンカルボン酸；
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　2-｛[4-クロロ-1-(4-トリフルオロメトキシ-ベンジルオキシ)-ナフタレン-2-カルボニ
ル]-アミノ｝-2-メチル酪酸；
　2-｛[1-(3-クロロ-4-トリフルオロメトキシ-ベンジルオキシ)-ナフタレン-2-カルボニ
ル]-アミノ｝-2-メチル酪酸；
　2-｛[4-クロロ-1-(6-クロロ-キノリン-2-イルメトキシ)-ナフタレン-2-カルボニル]-ア
ミノ｝-2-メチル酪酸；
　2-｛[4-クロロ-1-(2-フルオロ-4-トリフルオロメチルベンジルオキシ)-ナフタレン-2-
カルボニル]-アミノ｝-2-メチル酪酸；
　2-｛[4-クロロ-1-(4-トリフルオロメチルスルファニル-ベンジルオキシ)-ナフタレン-2
-カルボニル]-アミノ｝-2-メチルプロピオン酸；
　2-｛[1-(2,4-ビス-トリフルオロメチルベンジルオキシ)-ナフタレン-2-カルボニル]-ア
ミノ｝-2-メチルプロピオン酸；
　2-メチル-2-｛[1-(5-トリフルオロメチル-ベンゾチアゾール-2-イルメトキシ)-ナフタ
レン-2-カルボニル]-アミノ｝-酪酸；
　2-｛[4-クロロ-1-(5,6-ジフルオロベンゾチアゾール-2-イルメトキシ)-ナフタレン-2-
カルボニル]-アミノ｝-2-メチル酪酸；
　2-[(5-ベンジルオキシ-2,2-ジメチル-2H-クロメン-6-カルボニル)-アミノ]-2-メチルプ
ロピオン酸；トリフルオロ酢酸との化合物；
　2-｛[4-ブロモ-1-(4-トリフルオロメチルベンジルオキシ)-ナフタレン-2-カルボニル]-
アミノ｝-2-メチルプロピオン酸；
　2-｛[4-クロロ-1-(4-トリフルオロメチルスルファニル-ベンジルオキシ)-ナフタレン-2
-カルボニル]-アミノ｝-2-メチル酪酸；
　2-｛[1-(4-メトキシ-2-トリフルオロメチル-キノリン-6-イルメトキシ)-ナフタレン-2-
カルボニル]-アミノ｝-2-メチルプロピオン酸；
　2-｛[1-(4-ジメチルアミノ-2-トリフルオロメチル-キノリン-6-イルメトキシ)-ナフタ
レン-2-カルボニル]-アミノ｝-2-メチルプロピオン酸；
　2-｛[4-ブロモ-1-(4-トリフルオロメトキシ-ベンジルオキシ)-ナフタレン-2-カルボニ
ル]-アミノ｝-2-メチルプロピオン酸；
　1-(6-トリフルオロメチルピリジン-3-イルメトキシ)-ナフタレン-2-カルボン酸 [1,1-
ジメチル-2-(2-メチル-プロパン-2-スルホニルアミノ)-2-オキソ-エチル]-アミド；
　3-(3-ヒドロキシ-フェニル)-2-メチル-2-｛[1-(4-トリフルオロメチルベンジルオキシ)
-ナフタレン-2-カルボニル]-アミノ｝-プロピオン酸；
　2-｛[4-クロロ-1-(ピペリジン-4-イルメトキシ)-ナフタレン-2-カルボニル]-アミノ｝-
2-メチル酪酸；
　1-｛[1-(キノリン-2-イルメトキシ)-ナフタレン-2-カルボニル]-アミノ｝-シクロペン
タンカルボン酸；
　2-｛[1-(1-アセチルピペリジン-4-イルメトキシ)-4-クロロナフタレン-2-カルボニル]-
アミノ｝-2-メチル酪酸；
　2-｛[4-クロロ-1-(1-イソプロピル-ピペリジン-4-イルメトキシ)-ナフタレン-2-カルボ
ニル]-アミノ｝-2-メチル酪酸；
　1-｛[4-クロロ-1-(キノリン-2-イルメトキシ)-ナフタレン-2-カルボニル]-アミノ｝-シ
クロペンタンカルボン酸；
　2-｛[4-クロロ-1-(1-プロピオニル-ピペリジン-4-イルメトキシ)-ナフタレン-2-カルボ
ニル]-アミノ｝-2-メチル酪酸；
　2-｛[4-クロロ-1-(1-シクロプロパンカルボニル-ピペリジン-4-イルメトキシ)-ナフタ
レン-2-カルボニル]-アミノ｝-2-メチル酪酸；
　2-(｛4-クロロ-1-[1-(2,2,2-トリフルオロ-アセチル)-ピペリジン-4-イルメトキシ]-ナ
フタレン-2-カルボニル｝-アミノ)-2-メチル酪酸；
　4-[2-(1-カルボキシ-1-メチルプロピルカルバモイル)-4-クロロナフタレン-1-イルオキ
シメチル]-ピペリジン-1-カルボン酸 tert-ブチルエステル；
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　2-｛[4-クロロ-1-(2-チオフェン-2-イル-ピリミジン-5-イルメトキシ)-ナフタレン-2-
カルボニル]-アミノ｝-2-メチルプロピオン酸；
　1-｛[4-クロロ-1-(5-トリフルオロメチルピリジン-2-イルメトキシ)-ナフタレン-2-カ
ルボニル]-アミノ｝-シクロペンタンカルボン酸；
　1-｛[1-(5-トリフルオロメチルピリジン-2-イルメトキシ)-ナフタレン-2-カルボニル]-
アミノ｝-シクロペンタンカルボン酸；
　2-｛[1-(5-クロロ-6-メトキシ-ピリジン-3-イルメトキシ)-ナフタレン-2-カルボニル]-
アミノ｝-2-メチルプロピオン酸；
　2-｛[1-(5-クロロ-6-エトキシ-ピリジン-3-イルメトキシ)-ナフタレン-2-カルボニル]-
アミノ｝-2-メチルプロピオン酸；
　2-(｛1-[6-(2,2,2-トリフルオロ-エトキシ)-ピリジン-3-イルメトキシ]-ナフタレン-2-
カルボニル｝-アミノ)-2-メチルプロピオン酸；
　2-メチル-2-(｛1-[6-(2,2,2-トリフルオロ-エトキシ)-ピリジン-3-イルメトキシ]-ナフ
タレン-2-カルボニル｝-アミノ)-酪酸；
　2-｛[1-(6-メトキシ-ピリジン-3-イルメトキシ)-ナフタレン-2-カルボニル]-アミノ｝-
2-メチルプロピオン酸；
　2-｛[1-(1-ベンゾチアゾール-2-イルエトキシ)-ナフタレン-2-カルボニル]-アミノ｝-2
-メチルプロピオン酸；
　1-(6-トリフルオロメチルピリジン-3-イルメトキシ)-ナフタレン-2-カルボン酸 [1-(N-
ヒドロキシカルバムイミドイル)-1-メチル-エチル]-アミド；
　2-｛[1-(4-ジメチルアミノ-2-トリフルオロメチル-キノリン-6-イルメトキシ)-ナフタ
レン-2-カルボニル]-アミノ｝-2-メチルプロピオン酸；
　2-｛[1-(4-メトキシ-2-トリフルオロメチル-キノリン-6-イルメトキシ)-ナフタレン-2-
カルボニル]-アミノ｝-2-メチルプロピオン酸；
　2-｛[3-(ベンゾチアゾール-2-イルメトキシ)-5-フルオロベンゾ[b]チオフェン-2-カル
ボニル]-アミノ｝-2-メチルプロピオン酸；
　2-｛[5-フルオロ-3-(6-トリフルオロメチルピリジン-3-イルメトキシ)-ベンゾ[b]チオ
フェン-2-カルボニル]-アミノ｝-2-メチルプロピオン酸；
　2-｛[1-(1-アセチルピペリジン-4-イルメトキシ)-4-クロロナフタレン-2-カルボニル]-
アミノ｝-2-メチル酪酸；
　2-｛[4-クロロ-1-(1-プロピオニル-ピペリジン-4-イルメトキシ)-ナフタレン-2-カルボ
ニル]-アミノ｝-2-メチル酪酸；
　2-｛[4-クロロ-1-(1-シクロプロパンカルボニル-ピペリジン-4-イルメトキシ)-ナフタ
レン-2-カルボニル]-アミノ｝-2-メチル酪酸；
　4-[2-(1-カルボキシ-1-メチルプロピルカルバモイル)-4-クロロナフタレン-1-イルオキ
シメチル]-ピペリジン-1-カルボン酸 tert-ブチルエステル；
　2-｛[4-クロロ-1-(ピペリジン-4-イルメトキシ)-ナフタレン-2-カルボニル]-アミノ｝-
2-メチル酪酸；
　2-(｛4-クロロ-1-[1-(2,2,2-トリフルオロ-アセチル)-ピペリジン-4-イルメトキシ]-ナ
フタレン-2-カルボニル｝-アミノ)-2-メチル酪酸；
　2-｛[4-クロロ-1-(1-イソプロピル-ピペリジン-4-イルメトキシ)-ナフタレン-2-カルボ
ニル]-アミノ｝-2-メチル酪酸；
　2-｛[4-クロロ-1-(1-シクロペンチル-ピペリジン-4-イルメトキシ)-ナフタレン-2-カル
ボニル]-アミノ｝-2-メチル酪酸；
　1-｛[1-(6-トリフルオロメチルピリジン-3-イルメトキシ)-ナフタレン-2-カルボニル]-
アミノ｝-シクロブタンカルボン酸；
　1-｛[1-(6-クロロピリジン-3-イルメトキシ)-ナフタレン-2-カルボニル]-アミノ｝-シ
クロブタンカルボン酸；
　1-｛[1-(キノリン-2-イルメトキシ)-ナフタレン-2-カルボニル]-アミノ｝-シクロブタ
ンカルボン酸；
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　1-｛[1-(2-チオフェン-2-イルチアゾール-4-イルメトキシ)-ナフタレン-2-カルボニル]
-アミノ｝-シクロブタンカルボン酸；
　1-｛[1-(4-トリフルオロメチルベンジルオキシ)-ナフタレン-2-カルボニル]-アミノ｝-
シクロブタンカルボン酸；
　1-｛[1-(2-フルオロ-4-トリフルオロメチルベンジルオキシ)-ナフタレン-2-カルボニル
]-アミノ｝-シクロブタンカルボン酸,
　1-｛[1-(2,4-ビス-トリフルオロメチルベンジルオキシ)-ナフタレン-2-カルボニル]-ア
ミノ｝-シクロブタンカルボン酸；
　1-｛[1-(4-トリフルオロメトキシ-ベンジルオキシ)-ナフタレン-2-カルボニル]-アミノ
｝-シクロブタンカルボン酸；
　1-[(1-ベンジルオキシ-ナフタレン-2-カルボニル)-アミノ]-シクロブタンカルボン酸；
　1-｛[1-(4-トリフルオロメチルスルファニル-ベンジルオキシ)-ナフタレン-2-カルボニ
ル]-アミノ｝-シクロブタンカルボン酸；
　1-｛[1-(4-クロロ-ベンジルオキシ)-ナフタレン-2-カルボニル]-アミノ｝-シクロブタ
ンカルボン酸；
　1-｛[1-(4-クロロ-2-フルオロベンジルオキシ)-ナフタレン-2-カルボニル]-アミノ｝-
シクロブタンカルボン酸；
　1-｛[1-(4-イソプロピル-ベンジルオキシ)-ナフタレン-2-カルボニル]-アミノ｝-シク
ロブタンカルボン酸；
　1-｛[1-(4-ピラゾール-1-イル-ベンジルオキシ)-ナフタレン-2-カルボニル]-アミノ｝-
シクロブタンカルボン酸；
　1-｛[1-(2-フェニルチアゾール-4-イルメトキシ)-ナフタレン-2-カルボニル]-アミノ｝
-シクロブタンカルボン酸；
　1-｛[1-(2,4-ジフルオロベンジルオキシ)-ナフタレン-2-カルボニル]-アミノ｝-シクロ
ブタンカルボン酸；
　1-｛[1-(4-フルオロベンジルオキシ)-ナフタレン-2-カルボニル]-アミノ｝-シクロブタ
ンカルボン酸；
　1-[(1-シクロヘキシルメトキシ-ナフタレン-2-カルボニル)-アミノ]-シクロブタンカル
ボン酸；
　1-｛[4-クロロ-1-(6-クロロピリジン-3-イルメトキシ)-ナフタレン-2-カルボニル]-ア
ミノ｝-シクロブタンカルボン酸；
　1-｛[4-クロロ-1-(キノリン-2-イルメトキシ)-ナフタレン-2-カルボニル]-アミノ｝-シ
クロブタンカルボン酸；
　1-｛[4-クロロ-1-(2-チオフェン-2-イルチアゾール-4-イルメトキシ)-ナフタレン-2-カ
ルボニル]-アミノ｝-シクロブタンカルボン酸；
　1-｛[4-クロロ-1-(4-トリフルオロメチルベンジルオキシ)-ナフタレン-2-カルボニル]-
アミノ｝-シクロブタンカルボン酸；
　1-｛[4-クロロ-1-(2-フルオロ-4-トリフルオロメチルベンジルオキシ)-ナフタレン-2-
カルボニル]-アミノ｝-シクロブタンカルボン酸；
　1-｛[1-(2,4-ビス-トリフルオロメチルベンジルオキシ)-4-クロロナフタレン-2-カルボ
ニル]-アミノ｝-シクロブタンカルボン酸；
　1-｛[4-クロロ-1-(4-トリフルオロメトキシ-ベンジルオキシ)-ナフタレン-2-カルボニ
ル]-アミノ｝-シクロブタンカルボン酸；
　1-[(1-ベンジルオキシ-4-クロロナフタレン-2-カルボニル)-アミノ]-シクロブタンカル
ボン酸；
　1-｛[4-クロロ-1-(4-ジフルオロメトキシ-ベンジルオキシ)-ナフタレン-2-カルボニル]
-アミノ｝-シクロブタンカルボン酸；
　1-｛[4-クロロ-1-(4-トリフルオロメチルスルファニル-ベンジルオキシ)-ナフタレン-2
-カルボニル]-アミノ｝-シクロブタンカルボン酸；
　1-｛[1-(4-ブロモ-2-フルオロベンジルオキシ)-4-クロロナフタレン-2-カルボニル]-ア
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ミノ｝-シクロブタンカルボン酸；
　1-｛[4-クロロ-1-(4-クロロ-2-フルオロベンジルオキシ)-ナフタレン-2-カルボニル]-
アミノ｝-シクロブタンカルボン酸；
　1-｛[4-クロロ-1-(4-イソプロピル-ベンジルオキシ)-ナフタレン-2-カルボニル]-アミ
ノ｝-シクロブタンカルボン酸；
　1-｛[4-クロロ-1-(4-ピラゾール-1-イル-ベンジルオキシ)-ナフタレン-2-カルボニル]-
アミノ｝-シクロブタンカルボン酸；
　1-｛[4-クロロ-1-(2-フェニルチアゾール-4-イルメトキシ)-ナフタレン-2-カルボニル]
-アミノ｝-シクロブタンカルボン酸；
　1-｛[4-クロロ-1-(2,4-ジフルオロベンジルオキシ)-ナフタレン-2-カルボニル]-アミノ
｝-シクロブタンカルボン酸；
　1-｛[4-クロロ-1-(4-フルオロベンジルオキシ)-ナフタレン-2-カルボニル]-アミノ｝-
シクロブタンカルボン酸；
　2-｛[1-(ベンゾチアゾール-2-イルメトキシ)-ナフタレン-2-カルボニル]-アミノ｝-2-
エチルヘキサン酸；
　2-エチル-2-｛[1-(6-トリフルオロメチルピリジン-3-イルメトキシ)-ナフタレン-2-カ
ルボニル]-アミノ｝-ヘキサン酸；
　2-｛[1-(6-クロロピリジン-3-イルメトキシ)-ナフタレン-2-カルボニル]-アミノ｝-2-
エチルヘキサン酸；
　2-エチル-2-｛[1-(キノリン-2-イルメトキシ)-ナフタレン-2-カルボニル]-アミノ｝-ヘ
キサン酸；
　2-エチル-2-｛[1-(2-チオフェン-2-イルチアゾール-4-イルメトキシ)-ナフタレン-2-カ
ルボニル]-アミノ｝-ヘキサン酸；
　2-エチル-2-｛[1-(4-トリフルオロメチルベンジルオキシ)-ナフタレン-2-カルボニル]-
アミノ｝-ヘキサン酸；
　2-エチル-2-｛[1-(2-フルオロ-4-トリフルオロメチルベンジルオキシ)-ナフタレン-2-
カルボニル]-アミノ｝-ヘキサン酸；
　2-｛[1-(2,4-ビス-トリフルオロメチルベンジルオキシ)-ナフタレン-2-カルボニル]-ア
ミノ｝-2-エチルヘキサン酸；
　2-エチル-2-｛[1-(4-トリフルオロメトキシ-ベンジルオキシ)-ナフタレン-2-カルボニ
ル]-アミノ｝-ヘキサン酸；
　2-[(1-ベンジルオキシ-ナフタレン-2-カルボニル)-アミノ]-2-エチルヘキサン酸；
　2-｛[1-(4-ジフルオロメトキシ-ベンジルオキシ)-ナフタレン-2-カルボニル]-アミノ｝
-2-エチルヘキサン酸；
　2-エチル-2-｛[1-(4-トリフルオロメチルスルファニル-ベンジルオキシ)-ナフタレン-2
-カルボニル]-アミノ｝-ヘキサン酸；
　2-｛[1-(4-ブロモ-ベンジルオキシ)-ナフタレン-2-カルボニル]-アミノ｝-2-エチルヘ
キサン酸；
　2-｛[1-(4-ブロモ-2-フルオロベンジルオキシ)-ナフタレン-2-カルボニル]-アミノ｝-2
-エチルヘキサン酸；
　2-｛[1-(4-クロロ-ベンジルオキシ)-ナフタレン-2-カルボニル]-アミノ｝-2-エチルヘ
キサン酸；
　2-｛[1-(4-クロロ-2-フルオロベンジルオキシ)-ナフタレン-2-カルボニル]-アミノ｝-2
-エチルヘキサン酸；
　2-エチル-2-｛[1-(4-イソプロピル-ベンジルオキシ)-ナフタレン-2-カルボニル]-アミ
ノ｝-ヘキサン酸；
　2-エチル-2-｛[1-(4-ピラゾール-1-イル-ベンジルオキシ)-ナフタレン-2-カルボニル]-
アミノ｝-ヘキサン酸；
　2-エチル-2-｛[1-(2-フェニルチアゾール-4-イルメトキシ)-ナフタレン-2-カルボニル]
-アミノ｝-ヘキサン酸；
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　2-｛[1-(2,4-ジフルオロベンジルオキシ)-ナフタレン-2-カルボニル]-アミノ｝-2-エチ
ルヘキサン酸；
　2-｛[1-(1H-ベンゾイミダゾール-2-イルメトキシ)-ナフタレン-2-カルボニル]-アミノ
｝-2-メチルプロピオン酸；
　2-｛[1-(6-クロロ-ベンゾオキサゾール-2-イルメトキシ)-ナフタレン-2-カルボニル]-
アミノ｝-2-メチルプロピオン酸；
　2-｛[1-(5-tert-ブチル-ベンゾオキサゾール-2-イルメトキシ)-ナフタレン-2-カルボニ
ル]-アミノ｝-2-メチルプロピオン酸；
　2-｛[1-(5-クロロ-ベンゾオキサゾール-2-イルメトキシ)-ナフタレン-2-カルボニル]-
アミノ｝-2-メチルプロピオン酸；
　2-｛[1-(5-クロロベンゾチアゾール-2-イルメトキシ)-ナフタレン-2-カルボニル]-アミ
ノ｝-2-メチルプロピオン酸；
　2-メチル-2-｛[1-(1-メチル-1H-ベンゾイミダゾール-2-イルメトキシ)-ナフタレン-2-
カルボニル]-アミノ｝-プロピオン酸；
　2-｛[1-(5,6-ジクロロ-1H-ベンゾイミダゾール-2-イルメトキシ)-ナフタレン-2-カルボ
ニル]-アミノ｝-2-メチルプロピオン酸；
　2-｛[1-(5-クロロ-1H-ベンゾイミダゾール-2-イルメトキシ)-ナフタレン-2-カルボニル
]-アミノ｝-2-メチルプロピオン酸；
　2-メチル-2-｛[1-(5-フェニル-[1,3,4]オキサジアゾール-2-イルメトキシ)-ナフタレン
-2-カルボニル]-アミノ｝-プロピオン酸；
　2-｛[1-(5-クロロベンゾチアゾール-2-イルメトキシ)-4-フルオロナフタレン-2-カルボ
ニル]-アミノ｝-2-メチルプロピオン酸；
　2-｛[4-フルオロ-1-(5-フルオロベンゾチアゾール-2-イルメトキシ)-ナフタレン-2-カ
ルボニル]-アミノ｝-2-メチルプロピオン酸；
　2-｛[4-フルオロ-1-(2-フェニルチアゾール-4-イルメトキシ)-ナフタレン-2-カルボニ
ル]-アミノ｝-2-メチルプロピオン酸；
　2-｛[4-フルオロ-1-(5-チオフェン-2-イル-[1,2,4]オキサジアゾール-3-イルメトキシ)
-ナフタレン-2-カルボニル]-アミノ｝-2-メチルプロピオン酸；
　2-｛[4-クロロ-1-(2-トリフルオロメチル-ピリミジン-5-イルメトキシ)-ナフタレン-2-
カルボニル]-アミノ｝-2-メチルプロピオン酸；
　2-｛[4-クロロ-1-(2-メチルスルファニル-ピリミジン-5-イルメトキシ)-ナフタレン-2-
カルボニル]-アミノ｝-2-メチルプロピオン酸；
　2-｛[4-クロロ-1-(2-シクロプロピル-ピリミジン-5-イルメトキシ)-ナフタレン-2-カル
ボニル]-アミノ｝-2-メチルプロピオン酸；
　2-｛[4-クロロ-1-(2-イソプロピル-ピリミジン-5-イルメトキシ)-ナフタレン-2-カルボ
ニル]-アミノ｝-2-メチルプロピオン酸；
　(R)-2-メチル-2-｛[1-(4-トリフルオロメチルベンジルオキシ)-ナフタレン-2-カルボニ
ル]-アミノ｝-酪酸；
　(S)-2-メチル-2-｛[1-(4-トリフルオロメチルベンジルオキシ)-ナフタレン-2-カルボニ
ル]-アミノ｝-酪酸；
　(R)-2-メチル-2-｛[1-(6-トリフルオロメチルピリジン-3-イルメトキシ)-ナフタレン-2
-カルボニル]-アミノ｝-酪酸；
　(S)-2-メチル-2-｛[1-(6-トリフルオロメチルピリジン-3-イルメトキシ)-ナフタレン-2
-カルボニル]-アミノ｝-酪酸；
　(R)-2-｛[4-クロロ-1-(6-トリフルオロメチルピリジン-3-イルメトキシ)-ナフタレン-2
-カルボニル]-アミノ｝-2-メチル酪酸；
　(S)-2-｛[4-クロロ-1-(6-トリフルオロメチルピリジン-3-イルメトキシ)-ナフタレン-2
-カルボニル]-アミノ｝-2-メチル酪酸；
　(R)-2-｛[1-(2-フルオロ-4-トリフルオロメチルベンジルオキシ)-ナフタレン-2-カルボ
ニル]-アミノ｝-2-メチル酪酸；
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　(S)-2-｛[1-(2-フルオロ-4-トリフルオロメチルベンジルオキシ)-ナフタレン-2-カルボ
ニル]-アミノ｝-2-メチル酪酸；
　(R)-2-メチル-2-｛[1-(4-トリフルオロメチルスルファニル-ベンジルオキシ)-ナフタレ
ン-2-カルボニル]-アミノ｝-酪酸；
　(S)-2-メチル-2-｛[1-(4-トリフルオロメチルスルファニル-ベンジルオキシ)-ナフタレ
ン-2-カルボニル]-アミノ｝-酪酸；
　(R)-2-｛[1-(5-フルオロベンゾチアゾール-2-イルメトキシ)-ナフタレン-2-カルボニル
]-アミノ｝-2-メチル酪酸；
　(S)-2-｛[1-(5-フルオロベンゾチアゾール-2-イルメトキシ)-ナフタレン-2-カルボニル
]-アミノ｝-2-メチル酪酸；
　(R)-2-(｛4-クロロ-1-[1-(6-トリフルオロメチルピリジン-3-イル)-エトキシ]-ナフタ
レン-2-カルボニル｝-アミノ)-2-メチルプロピオン酸；
　(S)-2-(｛4-クロロ-1-[1-(6-トリフルオロメチルピリジン-3-イル)-エトキシ]-ナフタ
レン-2-カルボニル｝-アミノ)-2-メチルプロピオン酸；
　2-メチル-3-フェニル-2-｛[1-(4-トリフルオロメチルベンジルオキシ)-ナフタレン-2-
カルボニル]-アミノ｝-プロピオン酸；
　2-｛[1-(ベンゾチアゾール-2-イルメトキシ)-ナフタレン-2-カルボニル]-アミノ｝-2-
メチル-3-フェニルプロピオン酸；
　2-メチル-2-｛[1-(6-トリフルオロメチル-1H-ベンゾイミダゾール-2-イルメトキシ)-ナ
フタレン-2-カルボニル]-アミノ｝-プロピオン酸；
　2-｛[1-(4-クロロ-6-トリフルオロメチル-1H-ベンゾイミダゾール-2-イルメトキシ)-ナ
フタレン-2-カルボニル]-アミノ｝-2-メチルプロピオン酸；
　2-｛[1-(6-シアノ-1H-ベンゾイミダゾール-2-イルメトキシ)-ナフタレン-2-カルボニル
]-アミノ｝-2-メチルプロピオン酸；
　2-(｛4-クロロ-1-[1-(4-トリフルオロメチル-フェニル)-エトキシ]-ナフタレン-2-カル
ボニル｝-アミノ)-2-メチルプロピオン酸；
　2-｛[4-クロロ-1-(キノリン-2-イルメトキシ)-ナフタレン-2-カルボニル]-アミノ｝-2-
メチルプロピオン酸；
　2-｛[4-クロロ-1-(5-チオフェン-2-イル-[1,2,4]オキサジアゾール-3-イルメトキシ)-
ナフタレン-2-カルボニル]-アミノ｝-2-メチルプロピオン酸；
　2-(｛4-クロロ-1-[5-(4-トリフルオロメチル-フェニル)-[1,2,4]オキサジアゾール-3-
イルメトキシ]-ナフタレン-2-カルボニル｝-アミノ)-2-メチルプロピオン酸；
　2-｛[4-クロロ-1-(3-チオフェン-2-イル-[1,2,4]オキサジアゾール-5-イルメトキシ)-
ナフタレン-2-カルボニル]-アミノ｝-2-メチルプロピオン酸；
　(R)-2-｛[1-(ベンゾチアゾール-2-イルメトキシ)-4-クロロナフタレン-2-カルボニル]-
アミノ｝-2-メチル酪酸；
　(S)-2-｛[1-(ベンゾチアゾール-2-イルメトキシ)-4-クロロナフタレン-2-カルボニル]-
アミノ｝-2-メチル酪酸；
　2-｛[4-クロロ-1-(5-シクロプロピル-[1,3,4]チアジアゾール-2-イルメトキシ)-ナフタ
レン-2-カルボニル]-アミノ｝-2-メチル酪酸；
　1-｛[4-クロロ-1-(6-トリフルオロメチルピリジン-3-イルメトキシ)-ナフタレン-2-カ
ルボニル]-アミノ｝-シクロペンタンカルボン酸；
　1-｛[1-(ベンゾチアゾール-2-イルメトキシ)-4-クロロナフタレン-2-カルボニル]-アミ
ノ｝-シクロペンタンカルボン酸；
　1-｛[4-クロロ-1-(キノリン-2-イルメトキシ)-ナフタレン-2-カルボニル]-アミノ｝-シ
クロペンタンカルボン酸；
　2-｛[4-クロロ-1-(2-チオフェン-2-イル-ピリミジン-5-イルメトキシ)-ナフタレン-2-
カルボニル]-アミノ｝-2-メチルプロピオン酸；
　1-｛[4-クロロ-1-(5-トリフルオロメチルピリジン-2-イルメトキシ)-ナフタレン-2-カ
ルボニル]-アミノ｝-シクロペンタンカルボン酸；
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　1-｛[1-(5-トリフルオロメチルピリジン-2-イルメトキシ)-ナフタレン-2-カルボニル]-
アミノ｝-シクロペンタンカルボン酸；
　2-メチル-2-｛[1-(5-トリフルオロメチルピリジン-2-イルメトキシ)-ナフタレン-2-カ
ルボニル]-アミノ｝-酪酸；
　1-｛[1-(4-トリフルオロメチルスルファニル-ベンジルオキシ)-ナフタレン-2-カルボニ
ル]-アミノ｝-シクロペンタンカルボン酸；
　1-｛[1-(2-フルオロ-4-トリフルオロメチルベンジルオキシ)-ナフタレン-2-カルボニル
]-アミノ｝-シクロペンタンカルボン酸；
　1-｛[4-クロロ-1-(4-トリフルオロメチルスルファニル-ベンジルオキシ)-ナフタレン-2
-カルボニル]-アミノ｝-シクロペンタンカルボン酸；
　1-｛[4-クロロ-1-(2-フルオロ-4-トリフルオロメチルベンジルオキシ)-ナフタレン-2-
カルボニル]-アミノ｝-シクロペンタンカルボン酸；
　1-(｛4-クロロ-1-[1-(4-トリフルオロメチル-フェニル)-エトキシ]-ナフタレン-2-カル
ボニル｝-アミノ)-シクロペンタンカルボン酸；
　1-｛[4-クロロ-1-(2-イソプロピル-ピリミジン-5-イルメトキシ)-ナフタレン-2-カルボ
ニル]-アミノ｝-シクロペンタンカルボン酸；
　(S)-2-｛[4-フルオロ-1-(4-トリフルオロメチルベンジルオキシ)-ナフタレン-2-カルボ
ニル]-アミノ｝-2-メチル酪酸；
　2-｛[1-(4-ブロモ-ベンジルオキシ)-4-フルオロナフタレン-2-カルボニル]-アミノ｝-2
-メチルプロピオン酸；
　2-｛[1-(2,4-ジクロロ-ベンジルオキシ)-4-フルオロナフタレン-2-カルボニル]-アミノ
｝-2-メチルプロピオン酸；
　2-｛[4-フルオロ-1-(キノリン-2-イルメトキシ)-ナフタレン-2-カルボニル]-アミノ｝-
2-メチルプロピオン酸；
　2-｛[1-(4-ブロモ-ベンジルオキシ)-4-フルオロナフタレン-2-カルボニル]-アミノ｝-2
-メチル酪酸；
　2-｛[1-(4-ジフルオロメトキシ-ベンジルオキシ)-4-フルオロナフタレン-2-カルボニル
]-アミノ｝-2-メチル酪酸；
　2-｛[4-フルオロ-1-(キノリン-2-イルメトキシ)-ナフタレン-2-カルボニル]-アミノ｝-
2-メチル酪酸；
　2-｛[1-(2,4-ジクロロ-ベンジルオキシ)-4-フルオロナフタレン-2-カルボニル]-アミノ
｝-2-メチル酪酸；
　2-｛[4-フルオロ-1-(2-フェニルチアゾール-4-イルメトキシ)-ナフタレン-2-カルボニ
ル]-アミノ｝-2-メチル酪酸；
　(R)-2-｛[4-フルオロ-1-(4-トリフルオロメチルベンジルオキシ)-ナフタレン-2-カルボ
ニル]-アミノ｝-2-メチル酪酸；
　2-｛[4-フルオロ-1-(4-ピロール-1-イル-ベンジルオキシ)-ナフタレン-2-カルボニル]-
アミノ｝-2-メチルプロピオン酸；
　1-｛[1-(ベンゾチアゾール-2-イルメトキシ)-4-フルオロナフタレン-2-カルボニル]-ア
ミノ｝-シクロブタンカルボン酸；
　1-｛[4-フルオロ-1-(6-トリフルオロメチルピリジン-3-イルメトキシ)-ナフタレン-2-
カルボニル]-アミノ｝-シクロブタンカルボン酸；
　1-｛[4-フルオロ-1-(4-トリフルオロメチルベンジルオキシ)-ナフタレン-2-カルボニル
]-アミノ｝-シクロブタンカルボン酸
　1-｛[4-フルオロ-1-(5-トリフルオロメチルピリジン-2-イルメトキシ)-ナフタレン-2-
カルボニル]-アミノ｝-シクロブタンカルボン酸；
　2-｛[4-フルオロ-1-(2-フルオロ-4-トリフルオロメチルベンジルオキシ)-ナフタレン-2
-カルボニル]-アミノ｝-2-メチルプロピオン酸；
　2-｛[1-(4-クロロ-ベンジルオキシ)-4-フルオロナフタレン-2-カルボニル]-アミノ｝-2
-メチルプロピオン酸；
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　2-[(1-シクロヘキシルメトキシ-4-フルオロナフタレン-2-カルボニル)-アミノ]-2-メチ
ルプロピオン酸；
　2-｛[4-フルオロ-1-(4-フルオロベンジルオキシ)-ナフタレン-2-カルボニル]-アミノ｝
-2-メチルプロピオン酸；
　2-｛[4-フルオロ-1-(4-トリフルオロメトキシ-ベンジルオキシ)-ナフタレン-2-カルボ
ニル]-アミノ｝-2-メチルプロピオン酸；
　2-｛[4-フルオロ-1-(テトラヒドロピラン-4-イルメトキシ)-ナフタレン-2-カルボニル]
-アミノ｝-2-メチルプロピオン酸；
　2-｛[4-フルオロ-1-(4-イソプロピル-ベンジルオキシ)-ナフタレン-2-カルボニル]-ア
ミノ｝-2-メチルプロピオン酸；
　2-｛[1-(4-エチル-ベンジルオキシ)-4-フルオロナフタレン-2-カルボニル]-アミノ｝-2
-メチルプロピオン酸；
　2-メチル-2-｛[3-(6-トリフルオロメチルピリジン-3-イルメトキシ)-1H-インドール-2-
カルボニル]-アミノ｝-プロピオン酸；
　2-｛[1-(6-メタンスルホニル-ピリジン-3-イルメトキシ)-ナフタレン-2-カルボニル]-
アミノ｝-2-メチルプロピオン酸；
　2-｛[1-(6-メタンスルフィニル-ピリジン-3-イルメトキシ)-ナフタレン-2-カルボニル]
-アミノ｝-2-メチルプロピオン酸；
　2-(｛4-クロロ-1-[1-(6-トリフルオロメチルピリジン-3-イル)-エトキシ]-ナフタレン-
2-カルボニル｝-アミノ)-2-メチルプロピオン酸；
　2-｛[1-(6-ブロモピリジン-3-イルメトキシ)-4-クロロナフタレン-2-カルボニル]-アミ
ノ｝-2-メチルプロピオン酸；
　2-｛[4-クロロ-1-(4-ペンタフルオロチオ-ベンジルオキシ)-ナフタレン-2-カルボニル]
-アミノ｝-2-メチル酪酸；
　2-｛[1-(ベンゾチアゾール-2-イルメトキシ)-4-フルオロナフタレン-2-カルボニル]-ア
ミノ｝-2-メチル酪酸；
　2-｛[4-フルオロ-1-(5-トリフルオロメチルピリジン-2-イルメトキシ)-ナフタレン-2-
カルボニル]-アミノ｝-2-メチル酪酸；
　2-｛[4-フルオロ-1-(6-トリフルオロメチルピリジン-3-イルメトキシ)-ナフタレン-2-
カルボニル]-アミノ｝-2-メチル酪酸；
　2-｛[4-フルオロ-1-(4-トリフルオロメチルベンジルオキシ)-ナフタレン-2-カルボニル
]-アミノ｝-2-メチル酪酸；
　2-｛[4-フルオロ-1-(5-トリフルオロメチルピリジン-2-イルメトキシ)-ナフタレン-2-
カルボニル]-アミノ｝-2-メチルプロピオン酸；
　1-｛[4-フルオロ-1-(5-トリフルオロメチルピリジン-2-イルメトキシ)-ナフタレン-2-
カルボニル]-アミノ｝-シクロペンタンカルボン酸；
　(R)-2-｛[4-フルオロ-1-(5-トリフルオロメチルピリジン-2-イルメトキシ)-ナフタレン
-2-カルボニル]-アミノ｝-2-メチル酪酸；
　(S)-2-｛[4-フルオロ-1-(5-トリフルオロメチルピリジン-2-イルメトキシ)-ナフタレン
-2-カルボニル]-アミノ｝-2-メチル酪酸；
　(S)-2-｛[1-(ベンゾチアゾール-2-イルメトキシ)-4-フルオロナフタレン-2-カルボニル
]-アミノ｝-2-メチル酪酸；
　(R)-2-｛[1-(ベンゾチアゾール-2-イルメトキシ)-4-フルオロナフタレン-2-カルボニル
]-アミノ｝-2-メチル酪酸；
　2-｛[4-フルオロ-1-(6-トリフルオロメチルピリジン-3-イルメトキシ)-ナフタレン-2-
カルボニル]-アミノ｝-2-メチルプロピオン酸；
　(S)-2-｛[4-フルオロ-1-(6-トリフルオロメチルピリジン-3-イルメトキシ)-ナフタレン
-2-カルボニル]-アミノ｝-2-メチル酪酸；
　(R)-2-｛[4-フルオロ-1-(6-トリフルオロメチルピリジン-3-イルメトキシ)-ナフタレン
-2-カルボニル]-アミノ｝-2-メチル酪酸；
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　2-｛[4-フルオロ-1-(4-ペンタフルオロチオ-ベンジルオキシ)-ナフタレン-2-カルボニ
ル]-アミノ｝-2-メチル酪酸；
　2-｛[1-(4-クロロ-3-フルオロベンジルオキシ)-4-フルオロナフタレン-2-カルボニル]-
アミノ｝-2-メチルプロピオン酸；
　2-｛[1-(4-クロロ-2-フルオロベンジルオキシ)-4-フルオロナフタレン-2-カルボニル]-
アミノ｝-2-メチルプロピオン酸；
　2-｛[1-(ベンゾチアゾール-2-イルメトキシ)-4-フルオロナフタレン-2-カルボニル]-ア
ミノ｝-2-メチルプロピオン酸；
　2-｛[4-フルオロ-1-(4-トリフルオロメチルスルファニル-ベンジルオキシ)-ナフタレン
-2-カルボニル]-アミノ｝-2-メチル酪酸；
　2-｛[4-フルオロ-1-(2-フルオロ-4-トリフルオロメチルベンジルオキシ)-ナフタレン-2
-カルボニル]-アミノ｝-2-メチル酪酸；
　2-｛[4-フルオロ-1-(4-ペンタフルオロチオ-ベンジルオキシ)-ナフタレン-2-カルボニ
ル]-アミノ｝-2-メチルプロピオン酸；
　2-｛[5-フルオロ-1-(6-トリフルオロメチルピリジン-3-イルメトキシ)-ナフタレン-2-
カルボニル]-アミノ｝-2-メチルプロピオン酸；
　2-｛[4-クロロ-1-(4-クロロピリジン-2-イルメトキシ)-ナフタレン-2-カルボニル]-ア
ミノ｝-2-メチルプロピオン酸；
　2-｛[4-フルオロ-1-(4-トリフルオロメチル-チアゾール-2-イルメトキシ)-ナフタレン-
2-カルボニル]-アミノ｝-2-メチルプロピオン酸；
　2-｛[1-(4-クロロピリジン-2-イルメトキシ)-4-フルオロナフタレン-2-カルボニル]-ア
ミノ｝-2-メチルプロピオン酸；
　2-メチル-2-｛[1-(6-メチルピリジン-2-イルメトキシ)-ナフタレン-2-カルボニル]-ア
ミノ｝-プロピオン酸；
　2-｛[4-クロロ-1-(4-トリフルオロメチルスルファニル-ベンジルオキシ)-ナフタレン-2
-カルボニル]-アミノ｝-2-メチルプロピオン酸；
　2-｛[4-クロロ-1-(4-トリフルオロメチルスルファニル-ベンジルオキシ)-ナフタレン-2
-カルボニル]-アミノ｝-2-メチル酪酸；
　2-｛[1-(5-ブロモピリジン-2-イルメトキシ)-4-クロロナフタレン-2-カルボニル]-アミ
ノ｝-2-メチルプロピオン酸；
　2-｛[4-クロロ-1-(5-トリフルオロメチルピリジン-2-イルメトキシ)-ナフタレン-2-カ
ルボニル]-アミノ｝-2-メチルプロピオン酸；
　2-｛[4-クロロ-1-(5-メチル-イソオキサゾール-3-イルメトキシ)-ナフタレン-2-カルボ
ニル]-アミノ｝-2-メチルプロピオン酸；
　2-メチル-2-｛[1-(5-トリフルオロメチルピリジン-2-イルメトキシ)-ナフタレン-2-カ
ルボニル]-アミノ｝-酪酸；
　2-｛[4-クロロ-1-(5-トリフルオロメチルピリジン-2-イルメトキシ)-ナフタレン-2-カ
ルボニル]-アミノ｝-2-メチル酪酸；
　2-(｛4-フルオロ-1-[1-(4-トリフルオロメチル-フェニル)-エトキシ]-ナフタレン-2-カ
ルボニル｝-アミノ)-2-メチルプロピオン酸；
　2-｛[1-(4-ペンタフルオロチオ)-ベンジルオキシ)-ナフタレン-2-カルボニル]-アミノ
｝-2-メチルプロピオン酸；
　1-｛[3-(ベンゾチアゾール-2-イルメトキシ)-ベンゾ[b]チオフェン-2-カルボニル]-ア
ミノ｝-シクロブタンカルボン酸；
　2-｛[3-(5-フルオロベンゾチアゾール-2-イルメトキシ)-ベンゾ[b]チオフェン-2-カル
ボニル]-アミノ｝-2-メチルプロピオン酸；
　2-｛[3-(イミダゾ[1,2-a]ピリジン-2-イルメトキシ)-ベンゾ[b]チオフェン-2-カルボニ
ル]-アミノ｝-2-メチルプロピオン酸；
　2-メチル-2-(｛3-[1-(4-トリフルオロメチル-フェニル)-エトキシ]-ベンゾ[b]チオフェ
ン-2-カルボニル｝-アミノ)-プロピオン酸；
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　2-メチル-2-(｛3-[1-(4-トリフルオロメチル-フェニル)-エトキシ]-ベンゾ[b]チオフェ
ン-2-カルボニル｝-アミノ)-酪酸；
　2-｛[1-(ベンゾチアゾール-2-イルメトキシ)-4-クロロナフタレン-2-カルボニル]-アミ
ノ｝-2-エチル酪酸；
　2-｛[1-(ベンゾチアゾール-2-イルメトキシ)-ナフタレン-2-カルボニル]-アミノ｝-2-
エチル酪酸；
　2-｛[4-クロロ-1-(2-フルオロ-4-トリフルオロメチルベンジルオキシ)-ナフタレン-2-
カルボニル]-アミノ｝-2-メチル酪酸；
　2-｛[4-クロロ-1-(6-トリフルオロメチルピリジン-3-イルメトキシ)-ナフタレン-2-カ
ルボニル]-アミノ｝-2-エチル酪酸；
　2-エチル-2-｛[1-(6-トリフルオロメチルピリジン-3-イルメトキシ)-ナフタレン-2-カ
ルボニル]-アミノ｝-酪酸；
　2-｛[4-フルオロ-1-(4-トリフルオロメチルスルファニル-ベンジルオキシ)-ナフタレン
-2-カルボニル]-アミノ｝-2-メチルプロピオン酸；
　2-｛[1-(フェニルエチニル)-ナフタレン-2-カルボニル]-アミノ｝-2-メチルプロピオン
酸；
　2-｛[1-(4-クロロフェニルエチニル)-ナフタレン-2-カルボニル]-アミノ｝-2-メチルプ
ロピオン酸；
　2-｛[1-(4-フルオロフェニルエチニル)-ナフタレン-2-カルボニル]-アミノ｝-2-メチル
プロピオン酸；
　2-｛[1-(4-メトキシフェニルエチニル)-ナフタレン-2-カルボニル]-アミノ｝-2-メチル
プロピオン酸；
　1-｛[1-(4-クロロフェニルエチニル)-ナフタレン-2-カルボニル]-アミノ｝-シクロペン
タンカルボン酸；
　1-[(1-フェニルエチニル-ナフタレン-2-カルボニル)-アミノ]-シクロペンタンカルボン
酸；
　1-｛[1-(4-メトキシフェニルエチニル)-ナフタレン-2-カルボニル]-アミノ｝-シクロペ
ンタンカルボン酸；
　2-メチル-2-[(1-フェネチル-ナフタレン-2-カルボニル)-アミノ]-プロピオン酸；
　1-[(1-フェネチル-ナフタレン-2-カルボニル)-アミノ]-シクロペンタンカルボン酸；
　2-(｛1-[2-(4-メトキシフェニル)-エチル]-ナフタレン-2-カルボニル｝-アミノ)-2-メ
チルプロピオン酸；
　2-(｛1-[(E)-2-(4-クロロフェニル)-ビニル]-ナフタレン-2-カルボニル｝-アミノ)-2-
メチルプロピオン酸；
　2-(｛1-[(E)-2-(4-フルオロフェニル)-ビニル]-ナフタレン-2-カルボニル｝-アミノ)-2
-メチルプロピオン酸；
　2-(｛1-[(E)-2-(4-イソプロピルフェニル)-ビニル]-ナフタレン-2-カルボニル｝-アミ
ノ)-2-メチルプロピオン酸；
　2-(｛1-[(E)-2-(4-メトキシフェニル)-ビニル]-ナフタレン-2-カルボニル｝-アミノ)-2
-メチルプロピオン酸；
　2-(｛1-[(E)-2-(4-エトキシ-フェニル)-ビニル]-ナフタレン-2-カルボニル｝-アミノ)-
2-メチルプロピオン酸；
　2-メチル-2-(｛1-[(E)-2-(4-トリフルオロメチル-フェニル)-ビニル]-ナフタレン-2-カ
ルボニル｝-アミノ)-プロピオン酸；
　2-メチル-2-｛[1-(4-トリフルオロメチル-フェニルエチニル)-ナフタレン-2-カルボニ
ル]-アミノ｝-プロピオン酸
から選択される、請求項１～４のいずれか１項に記載の式Ｉの化合物、及び／又はその医
薬として許容し得る塩及び／又はプロドラッグ。
【請求項６】
　以下の群：
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　2-[(1-シクロヘキシルメトキシ-ナフタレン-2-カルボニル)-アミノ]-2-メチルプロピオ
ン酸；
　2-メチル-2-｛[1-(4-メチル-ベンジルオキシ)-ナフタレン-2-カルボニル]-アミノ｝-プ
ロピオン酸；
　2-メチル-2-｛[1-(4-メチル-シクロヘキシルメトキシ)-ナフタレン-2-カルボニル]-ア
ミノ｝-プロピオン酸；
　2-｛[1-(4-エチル-ベンジルオキシ)-ナフタレン-2-カルボニル]-アミノ｝-2-メチルプ
ロピオン酸；
　2-｛[1-(6-メトキシ-ピリジン-3-イルメトキシ)-ナフタレン-2-カルボニル]-アミノ｝-
2-メチルプロピオン酸；
　2-｛[1-(4-クロロ-ベンジルオキシ)-ナフタレン-2-カルボニル]-アミノ｝-2-メチルプ
ロピオン酸；
　2-｛[1-(6-クロロピリジン-3-イルメトキシ)-ナフタレン-2-カルボニル]-アミノ｝-2-
メチルプロピオン酸；
　2-｛[1-(インダン-5-イルメトキシ)-ナフタレン-2-カルボニル]-アミノ｝-2-メチルプ
ロピオン酸；
　2-｛[1-(ベンゾ[1,2,5]オキサジアゾール-5-イルメトキシ)-ナフタレン-2-カルボニル]
-アミノ｝-2-メチルプロピオン酸；
　2-｛[1-(4-イソプロピル-ベンジルオキシ)-ナフタレン-2-カルボニル]-アミノ｝-2-メ
チルプロピオン酸；
　2-メチル-2-｛[1-(4-ニトロ-ベンジルオキシ)-ナフタレン-2-カルボニル]-アミノ｝-プ
ロピオン酸；
　2-｛[1-(6-メトキシ-ピリジン-3-イルメトキシ)-ナフタレン-2-カルボニル]-アミノ｝-
2-メチル酪酸；
　2-メチル-2-｛[1-(4-メチルスルファニル-ベンジルオキシ)-ナフタレン-2-カルボニル]
-アミノ｝-プロピオン酸；
　2-(｛1-[1-(4-クロロフェニル)-エトキシ]-ナフタレン-2-カルボニル｝-アミノ)-2-メ
チルプロピオン酸；
　2-メチル-2-｛[1-(ナフタレン-2-イルメトキシ)-ナフタレン-2-カルボニル]-アミノ｝-
プロピオン酸；
　2-メチル-2-｛[1-(キノリン-2-イルメトキシ)-ナフタレン-2-カルボニル]-アミノ｝-プ
ロピオン酸；
　2-｛[1-(4-クロロ-2-フルオロベンジルオキシ)-ナフタレン-2-カルボニル]-アミノ｝-2
-メチルプロピオン酸；
　2-｛[1-(4-クロロ-3-フルオロベンジルオキシ)-ナフタレン-2-カルボニル]-アミノ｝-2
-メチルプロピオン酸；
　2-｛[1-(ベンゾ[b]チオフェン-2-イルメトキシ)-ナフタレン-2-カルボニル]-アミノ｝-
2-メチルプロピオン酸；
　2-｛[1-(ベンゾ[b]チオフェン-3-イルメトキシ)-ナフタレン-2-カルボニル]-アミノ｝-
2-メチルプロピオン酸；
　2-｛[1-(4-tert-ブチル-ベンジルオキシ)-ナフタレン-2-カルボニル]-アミノ｝-2-メチ
ルプロピオン酸；
　2-｛[1-(4-ブチル-ベンジルオキシ)-ナフタレン-2-カルボニル]-アミノ｝-2-メチルプ
ロピオン酸；
　2-｛[1-(ベンゾチアゾール-2-イルメトキシ)-ナフタレン-2-カルボニル]-アミノ｝-2-
メチルプロピオン酸；
　2-メチル-2-｛[3-(キノリン-2-イルメトキシ)-ベンゾ[b]チオフェン-2-カルボニル]-ア
ミノ｝-プロピオン酸；
　2-｛[1-(2,3-ジヒドロ-ベンゾ[1,4]ジオキシン-2-イルメトキシ)-ナフタレン-2-カルボ
ニル]-アミノ｝-2-メチルプロピオン酸；
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　2-｛[1-(2,3-ジヒドロ-ベンゾ[1,4]ジオキシン-6-イルメトキシ)-ナフタレン-2-カルボ
ニル]-アミノ｝-2-メチルプロピオン酸；
　2-｛[3-(ベンゾチアゾール-2-イルメトキシ)-ベンゾ[b]チオフェン-2-カルボニル]-ア
ミノ｝-2-メチルプロピオン酸；
　2-メチル-2-｛[1-(3-ピロール-1-イル-ベンジルオキシ)-ナフタレン-2-カルボニル]-ア
ミノ｝-プロピオン酸；
　2-｛[1-(4-ジフルオロメトキシ-ベンジルオキシ)-ナフタレン-2-カルボニル]-アミノ｝
-2-メチルプロピオン酸；
　2-メチル-2-｛[1-(4-ピラゾール-1-イル-ベンジルオキシ)-ナフタレン-2-カルボニル]-
アミノ｝-プロピオン酸；
　2-メチル-2-｛[1-(2-フェニル-オキサゾール-4-イルメトキシ)-ナフタレン-2-カルボニ
ル]-アミノ｝-プロピオン酸；
　2-メチル-2-｛[1-(4-トリフルオロメチルベンジルオキシ)-ナフタレン-2-カルボニル]-
アミノ｝-プロピオン酸；
　2-｛[1-(2,4-ジクロロ-ベンジルオキシ)-ナフタレン-2-カルボニル]-アミノ｝-2-メチ
ルプロピオン酸；
　2-｛[1-(3,4-ジクロロ-ベンジルオキシ)-ナフタレン-2-カルボニル]-アミノ｝-2-メチ
ルプロピオン酸；
　2-メチル-2-｛[1-(6-トリフルオロメチルピリジン-3-イルメトキシ)-ナフタレン-2-カ
ルボニル]-アミノ｝-プロピオン酸；
　2-メチル-2-｛[4-(4-トリフルオロメチルベンジルオキシ)-イソキノリン-3-カルボニル
]-アミノ｝-プロピオン酸；
　1-｛[1-(ベンゾチアゾール-2-イルメトキシ)-ナフタレン-2-カルボニル]-アミノ｝-シ
クロブタンカルボン酸；
　2-｛[1-(5,6-ジクロロピリジン-3-イルメトキシ)-ナフタレン-2-カルボニル]-アミノ｝
-2-メチルプロピオン酸；
　2-｛[1-(ベンゾ[b]チオフェン-2-イルメトキシ)-ナフタレン-2-カルボニル]-アミノ｝-
2-メチル酪酸；
　2-｛[1-(ベンゾ[b]チオフェン-3-イルメトキシ)-ナフタレン-2-カルボニル]-アミノ｝-
2-メチル酪酸；
　2-｛[1-(ベンゾチアゾール-2-イルメトキシ)-ナフタレン-2-カルボニル]-アミノ｝-2-
メチル酪酸；
　2-｛[1-(1-ベンゾチアゾール-2-イルエトキシ)-ナフタレン-2-カルボニル]-アミノ｝-2
-メチルプロピオン酸；
　2-メチル-2-｛[3-(キノリン-2-イルメトキシ)-ベンゾ[b]チオフェン-2-カルボニル]-ア
ミノ｝-酪酸；
　2-｛[1-(2,3-ジヒドロ-ベンゾ[1,4]ジオキシン-2-イルメトキシ)-ナフタレン-2-カルボ
ニル]-アミノ｝-2-メチル酪酸；
　2-メチル-2-｛[3-(4-トリフルオロメチルベンジルオキシ)-ベンゾ[b]チオフェン-2-カ
ルボニル]-アミノ｝-プロピオン酸；
　2-メチル-2-｛[3-(6-トリフルオロメチルピリジン-3-イルメトキシ)-ベンゾ[b]チオフ
ェン-2-カルボニル]-アミノ｝-プロピオン酸；
　2-｛[1-(5-フルオロベンゾチアゾール-2-イルメトキシ)-ナフタレン-2-カルボニル]-ア
ミノ｝-2-メチルプロピオン酸；
　2-｛[1-(6-クロロ-ベンゾオキサゾール-2-イルメトキシ)-ナフタレン-2-カルボニル]-
アミノ｝-2-メチルプロピオン酸；
　2-｛[1-(5-クロロ-ベンゾオキサゾール-2-イルメトキシ)-ナフタレン-2-カルボニル]-
アミノ｝-2-メチルプロピオン酸；
　2-｛[1-(ビフェニル-4-イルメトキシ)-ナフタレン-2-カルボニル]-アミノ｝-2-メチル
プロピオン酸；
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　2-｛[3-(ベンゾチアゾール-2-イルメトキシ)-ベンゾ[b]チオフェン-2-カルボニル]-ア
ミノ｝-2-メチル酪酸；
　2-｛[1-(4-メタンスルホニル-ベンジルオキシ)-ナフタレン-2-カルボニル]-アミノ｝-2
-メチルプロピオン酸；
　2-｛[1-(4-ブロモ-ベンジルオキシ)-ナフタレン-2-カルボニル]-アミノ｝-2-メチルプ
ロピオン酸；
　2-｛[1-(3-ブロモ-ベンジルオキシ)-ナフタレン-2-カルボニル]-アミノ｝-2-メチルプ
ロピオン酸；
　2-｛[1-(6-ブロモピリジン-3-イルメトキシ)-ナフタレン-2-カルボニル]-アミノ｝-2-
メチルプロピオン酸；
　2-｛[1-(4-ジフルオロメトキシ-ベンジルオキシ)-ナフタレン-2-カルボニル]-アミノ｝
-2-メチル酪酸；
　2-｛[1-(5-シアノ-ベンゾ[b]チオフェン-2-イルメトキシ)-ナフタレン-2-カルボニル]-
アミノ｝-2-メチルプロピオン酸；
　2-メチル-2-(｛1-[1-(4-トリフルオロメチル-フェニル)-エトキシ]-ナフタレン-2-カル
ボニル｝-アミノ)-プロピオン酸；
　2-メチル-2-｛[1-(4-トリフルオロメチルベンジルオキシ)-ナフタレン-2-カルボニル]-
アミノ｝-酪酸；
　(R)-2-メチル-2-｛[1-(4-トリフルオロメチルベンジルオキシ)-ナフタレン-2-カルボニ
ル]-アミノ｝-酪酸；
　2-メチル-2-(｛1-[(S)-1-(4-トリフルオロメチル-フェニル)-エトキシ]-ナフタレン-2-
カルボニル｝-アミノ)-プロピオン酸；
　2-メチル-2-(｛1-[(R)-1-(4-トリフルオロメチル-フェニル)-エトキシ]-ナフタレン-2-
カルボニル｝-アミノ)-プロピオン酸；
　(S)-2-メチル-2-｛[1-(4-トリフルオロメチルベンジルオキシ)-ナフタレン-2-カルボニ
ル]-アミノ｝-酪酸；
　2-メチル-2-(｛1-[1-(2-トリフルオロメチル-フェニル)-エトキシ]-ナフタレン-2-カル
ボニル｝-アミノ)-プロピオン酸；
　2-(｛1-[1-(3,4-ジクロロフェニル)-エトキシ]-ナフタレン-2-カルボニル｝-アミノ)-2
-メチルプロピオン酸；
　(S)-2-メチル-2-｛[1-(6-トリフルオロメチルピリジン-3-イルメトキシ)-ナフタレン-2
-カルボニル]-アミノ｝-酪酸；
　2-メチル-2-｛[1-(6-トリフルオロメチルピリジン-3-イルメトキシ)-ナフタレン-2-カ
ルボニル]-アミノ｝-酪酸；
　(R)-2-メチル-2-｛[1-(6-トリフルオロメチルピリジン-3-イルメトキシ)-ナフタレン-2
-カルボニル]-アミノ｝-酪酸；
　1-｛[1-(ベンゾチアゾール-2-イルメトキシ)-ナフタレン-2-カルボニル]-アミノ｝-シ
クロペンタンカルボン酸；
　2-メチル-2-｛[1-(2-フェニルチアゾール-4-イルメトキシ)-ナフタレン-2-カルボニル]
-アミノ｝-プロピオン酸；
　1-｛[3-(キノリン-2-イルメトキシ)-ベンゾ[b]チオフェン-2-カルボニル]-アミノ｝-シ
クロペンタンカルボン酸；
　2-メチル-2-｛[1-(4-トリフルオロメトキシ-ベンジルオキシ)-ナフタレン-2-カルボニ
ル]-アミノ｝-プロピオン酸；
　2-メチル-2-｛[1-(3-トリフルオロメトキシ-ベンジルオキシ)-ナフタレン-2-カルボニ
ル]-アミノ｝-プロピオン酸；
　1-｛[1-(2,3-ジヒドロ-ベンゾ[1,4]ジオキシン-2-イルメトキシ)-ナフタレン-2-カルボ
ニル]-アミノ｝-シクロペンタンカルボン酸；
　2-｛[4-クロロ-1-(キノリン-2-イルメトキシ)-ナフタレン-2-カルボニル]-アミノ｝-2-
メチルプロピオン酸；
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　2-｛[4-フルオロ-1-(4-トリフルオロメチルベンジルオキシ)-ナフタレン-2-カルボニル
]-アミノ｝-2-メチルプロピオン酸；
　2-｛[1-(2-フルオロ-4-トリフルオロメチルベンジルオキシ)-ナフタレン-2-カルボニル
]-アミノ｝-2-メチルプロピオン酸；
　2-メチル-2-(｛3-[1-(4-トリフルオロメチル-フェニル)-エトキシ]-ベンゾ[b]チオフェ
ン-2-カルボニル｝-アミノ)-プロピオン酸；
　2-メチル-2-｛[3-(4-トリフルオロメチルベンジルオキシ)-ベンゾ[b]チオフェン-2-カ
ルボニル]-アミノ｝-酪酸；
　2-メチル-2-｛[3-(6-トリフルオロメチルピリジン-3-イルメトキシ)-ベンゾ[b]チオフ
ェン-2-カルボニル]-アミノ｝-酪酸；
　2-｛[1-(5-フルオロベンゾチアゾール-2-イルメトキシ)-ナフタレン-2-カルボニル]-ア
ミノ｝-2-メチル酪酸；
　2-メチル-2-｛[3-(4-トリフルオロメトキシ-ベンジルオキシ)-ベンゾ[b]チオフェン-2-
カルボニル]-アミノ｝-プロピオン酸；
　2-｛[1-(5-クロロベンゾチアゾール-2-イルメトキシ)-ナフタレン-2-カルボニル]-アミ
ノ｝-2-メチルプロピオン酸；
　2-｛[1-(ベンゾチアゾール-2-イルメトキシ)-4-クロロナフタレン-2-カルボニル]-アミ
ノ｝-2-メチルプロピオン酸；
　2-｛[4-クロロ-1-(5-トリフルオロメチル-フラン-2-イルメトキシ)-ナフタレン-2-カル
ボニル]-アミノ｝-2-メチルプロピオン酸；
　2-(｛1-[1-(4-ブロモ-フェニル)-エトキシ]-ナフタレン-2-カルボニル｝-アミノ)-2-メ
チルプロピオン酸；
　2-｛[1-(5,6-ジフルオロベンゾチアゾール-2-イルメトキシ)-ナフタレン-2-カルボニル
]-アミノ｝-2-メチルプロピオン酸；
　1-｛[1-(4-トリフルオロメチルベンジルオキシ)-ナフタレン-2-カルボニル]-アミノ｝-
シクロペンタンカルボン酸；
　1-｛[1-(6-トリフルオロメチルピリジン-3-イルメトキシ)-ナフタレン-2-カルボニル]-
アミノ｝-シクロペンタンカルボン酸；
　2,3-ジメチル-2-｛[1-(4-トリフルオロメチルベンジルオキシ)-ナフタレン-2-カルボニ
ル]-アミノ｝-酪酸；
　2-｛[4-クロロ-1-(5-シクロプロピル-[1,3,4]チアジアゾール-2-イルメトキシ)-ナフタ
レン-2-カルボニル]-アミノ｝-2-メチル酪酸；
　2-｛[1-(4-ブロモ-2-フルオロベンジルオキシ)-ナフタレン-2-カルボニル]-アミノ｝-2
-メチルプロピオン酸；
　2-メチル-2-｛[1-(4-トリフルオロメトキシ-ベンジルオキシ)-ナフタレン-2-カルボニ
ル]-アミノ｝-酪酸；
　2-メチル-2-｛[1-(3-トリフルオロメトキシ-ベンジルオキシ)-ナフタレン-2-カルボニ
ル]-アミノ｝-酪酸；
　2-メチル-2-(｛1-[6-(2,2,2-トリフルオロ-エトキシ)-ピリジン-3-イルメトキシ]-ナフ
タレン-2-カルボニル｝-アミノ)-プロピオン酸；
　(S)-2-｛[1-(2-フルオロ-4-トリフルオロメチルベンジルオキシ)-ナフタレン-2-カルボ
ニル]-アミノ｝-2-メチル酪酸；
　2-｛[1-(2-フルオロ-4-トリフルオロメチルベンジルオキシ)-ナフタレン-2-カルボニル
]-アミノ｝-2-メチル酪酸；
　(R)-2-｛[1-(2-フルオロ-4-トリフルオロメチルベンジルオキシ)-ナフタレン-2-カルボ
ニル]-アミノ｝-2-メチル酪酸；
　2-メチル-2-｛[1-(4-トリフルオロメチルスルファニル-ベンジルオキシ)-ナフタレン-2
-カルボニル]-アミノ｝-プロピオン酸；
　1-｛[3-(4-トリフルオロメチルベンジルオキシ)-ベンゾ[b]チオフェン-2-カルボニル]-
アミノ｝-シクロペンタンカルボン酸；
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　2-(｛1-[2-(4-クロロフェニル)-オキサゾール-5-イルメトキシ]-ナフタレン-2-カルボ
ニル｝-アミノ)-2-メチルプロピオン酸；
　2-メチル-2-(｛3-[1-(4-トリフルオロメチル-フェニル)-エトキシ]-ベンゾ[b]チオフェ
ン-2-カルボニル｝-アミノ)-酪酸；
　2,3-ジメチル-2-｛[3-(4-トリフルオロメチルベンジルオキシ)-ベンゾ[b]チオフェン-2
-カルボニル]-アミノ｝-酪酸；
　2-｛[4-クロロ-1-(4-トリフルオロメチルベンジルオキシ)-ナフタレン-2-カルボニル]-
アミノ｝-2-メチルプロピオン酸；
　2-｛[4-クロロ-1-(5-トリフルオロメチルピリジン-2-イルメトキシ)-ナフタレン-2-カ
ルボニル]-アミノ｝-2-メチルプロピオン酸；
　2-｛[4-クロロ-1-(6-トリフルオロメチルピリジン-3-イルメトキシ)-ナフタレン-2-カ
ルボニル]-アミノ｝-2-メチルプロピオン酸；
　2-｛[1-(2,3-ジフルオロ-4-トリフルオロメチルベンジルオキシ)-ナフタレン-2-カルボ
ニル]-アミノ｝-2-メチルプロピオン酸；
　2-メチル-2-｛[3-(4-トリフルオロメトキシ-ベンジルオキシ)-ベンゾ[b]チオフェン-2-
カルボニル]-アミノ｝-酪酸；
　(S)-2-｛[1-(ベンゾチアゾール-2-イルメトキシ)-4-クロロナフタレン-2-カルボニル]-
アミノ｝-2-メチル酪酸；
　(R)-2-｛[1-(ベンゾチアゾール-2-イルメトキシ)-4-クロロナフタレン-2-カルボニル]-
アミノ｝-2-メチル酪酸；
　2-｛[1-(ベンゾチアゾール-2-イルメトキシ)-4-クロロナフタレン-2-カルボニル]-アミ
ノ｝-2-メチル酪酸；
　2-｛[1-(5,6-ジフルオロベンゾチアゾール-2-イルメトキシ)-ナフタレン-2-カルボニル
]-アミノ｝-2-メチル酪酸；
　2-｛[4-クロロ-1-(3-チオフェン-2-イル-[1,2,4]オキサジアゾール-5-イルメトキシ)-
ナフタレン-2-カルボニル]-アミノ｝-2-メチルプロピオン酸；
　2-｛[4-クロロ-1-(5-チオフェン-2-イル-[1,2,4]オキサジアゾール-3-イルメトキシ)-
ナフタレン-2-カルボニル]-アミノ｝-2-メチルプロピオン酸；
　1-｛[1-(4-トリフルオロメトキシ-ベンジルオキシ)-ナフタレン-2-カルボニル]-アミノ
｝-シクロペンタンカルボン酸；
　2-｛[1-(4-ブロモ-2-フルオロベンジルオキシ)-ナフタレン-2-カルボニル]-アミノ｝-2
-メチル酪酸；
　2,3-ジメチル-2-｛[1-(4-トリフルオロメトキシ-ベンジルオキシ)-ナフタレン-2-カル
ボニル]-アミノ｝-酪酸；
　2-メチル-2-(｛1-[6-(2,2,2-トリフルオロ-エトキシ)-ピリジン-3-イルメトキシ]-ナフ
タレン-2-カルボニル｝-アミノ)-酪酸；
　2-メチル-2-(｛1-[3-メチル-4-(2,2,2-トリフルオロ-エトキシ)-ピリジン-2-イルメト
キシ]-ナフタレン-2-カルボニル｝-アミノ)-プロピオン酸；
　(S)-2-メチル-2-｛[1-(4-トリフルオロメチルスルファニル-ベンジルオキシ)-ナフタレ
ン-2-カルボニル]-アミノ｝-酪酸；
　(R)-2-メチル-2-｛[1-(4-トリフルオロメチルスルファニル-ベンジルオキシ)-ナフタレ
ン-2-カルボニル]-アミノ｝-酪酸；
　2-メチル-2-｛[1-(4-トリフルオロメチルスルファニル-ベンジルオキシ)-ナフタレン-2
-カルボニル]-アミノ｝-酪酸；
　2-｛[1-(5-ブロモピリジン-2-イルメトキシ)-4-クロロナフタレン-2-カルボニル]-アミ
ノ｝-2-メチルプロピオン酸；
　2-｛[1-(6-ブロモピリジン-3-イルメトキシ)-4-クロロナフタレン-2-カルボニル]-アミ
ノ｝-2-メチルプロピオン酸；
　1-｛[3-(4-トリフルオロメトキシ-ベンジルオキシ)-ベンゾ[b]チオフェン-2-カルボニ
ル]-アミノ｝-シクロペンタンカルボン酸；
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　2-｛[4-クロロ-1-(4-トリフルオロメチルベンジルオキシ)-ナフタレン-2-カルボニル]-
アミノ｝-2-メチル酪酸；
　2-(｛4-クロロ-1-[1-(4-トリフルオロメチル-フェニル)-エトキシ]-ナフタレン-2-カル
ボニル｝-アミノ)-2-メチルプロピオン酸；
　2-(｛4-クロロ-1-[1-(6-トリフルオロメチルピリジン-3-イル)-エトキシ]-ナフタレン-
2-カルボニル｝-アミノ)-2-メチルプロピオン酸；
　2-｛[4-クロロ-1-(6-トリフルオロメチルピリジン-3-イルメトキシ)-ナフタレン-2-カ
ルボニル]-アミノ｝-2-メチル酪酸；
　(S)-2-｛[4-クロロ-1-(6-トリフルオロメチルピリジン-3-イルメトキシ)-ナフタレン-2
-カルボニル]-アミノ｝-2-メチル酪酸；
　(R)-2-｛[4-クロロ-1-(6-トリフルオロメチルピリジン-3-イルメトキシ)-ナフタレン-2
-カルボニル]-アミノ｝-2-メチル酪酸；
　1-｛[1-(ベンゾチアゾール-2-イルメトキシ)-4-クロロナフタレン-2-カルボニル]-アミ
ノ｝-シクロペンタンカルボン酸；
　2-｛[1-(2,3-ジフルオロ-4-トリフルオロメチルベンジルオキシ)-ナフタレン-2-カルボ
ニル]-アミノ｝-2-メチル酪酸；
　2,3-ジメチル-2-｛[3-(4-トリフルオロメトキシ-ベンジルオキシ)-ベンゾ[b]チオフェ
ン-2-カルボニル]-アミノ｝-酪酸；
　2-｛[4-クロロ-1-(4-トリフルオロメトキシ-ベンジルオキシ)-ナフタレン-2-カルボニ
ル]-アミノ｝-2-メチルプロピオン酸；
　2-｛[1-(3-クロロ-4-トリフルオロメトキシ-ベンジルオキシ)-ナフタレン-2-カルボニ
ル]-アミノ｝-2-メチルプロピオン酸；
　2-｛[4-クロロ-1-(2-フルオロ-4-トリフルオロメチルベンジルオキシ)-ナフタレン-2-
カルボニル]-アミノ｝-2-メチルプロピオン酸；
　2-メチル-2-｛[1-(5-トリフルオロメチル-ベンゾチアゾール-2-イルメトキシ)-ナフタ
レン-2-カルボニル]-アミノ｝-プロピオン酸；
　2-｛[1-(4-ペンタフルオロチオ-ベンジルオキシ)-ナフタレン-2-カルボニル]-アミノ｝
-2-メチルプロピオン酸；
　1-｛[4-クロロ-1-(4-トリフルオロメチルベンジルオキシ)-ナフタレン-2-カルボニル]-
アミノ｝-シクロペンタンカルボン酸；
　2-(｛1-[3-メトキシ-4-(2,2,2-トリフルオロ-エトキシ)-ピリジン-2-イルメトキシ]-ナ
フタレン-2-カルボニル｝-アミノ)-2-メチルプロピオン酸；
　1-｛[4-クロロ-1-(6-トリフルオロメチルピリジン-3-イルメトキシ)-ナフタレン-2-カ
ルボニル]-アミノ｝-シクロペンタンカルボン酸；
　2-｛[4-クロロ-1-(4-トリフルオロメトキシ-ベンジルオキシ)-ナフタレン-2-カルボニ
ル]-アミノ｝-2-メチル酪酸；
　2-｛[1-(3-クロロ-4-トリフルオロメトキシ-ベンジルオキシ)-ナフタレン-2-カルボニ
ル]-アミノ｝-2-メチル酪酸；
　2-｛[4-クロロ-1-(6-クロロ-キノリン-2-イルメトキシ)-ナフタレン-2-カルボニル]-ア
ミノ｝-2-メチル酪酸；
　2-｛[4-クロロ-1-(2-フルオロ-4-トリフルオロメチルベンジルオキシ)-ナフタレン-2-
カルボニル]-アミノ｝-2-メチル酪酸；
　2-｛[4-クロロ-1-(4-トリフルオロメチルスルファニル-ベンジルオキシ)-ナフタレン-2
-カルボニル]-アミノ｝-2-メチルプロピオン酸；
　2-｛[1-(2,4-ビス-トリフルオロメチルベンジルオキシ)-ナフタレン-2-カルボニル]-ア
ミノ｝-2-メチルプロピオン酸；
　2-メチル-2-｛[1-(5-トリフルオロメチル-ベンゾチアゾール-2-イルメトキシ)-ナフタ
レン-2-カルボニル]-アミノ｝-酪酸；
　2-｛[4-クロロ-1-(5,6-ジフルオロベンゾチアゾール-2-イルメトキシ)-ナフタレン-2-
カルボニル]-アミノ｝-2-メチル酪酸；
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　2-｛[4-ブロモ-1-(4-トリフルオロメチルベンジルオキシ)-ナフタレン-2-カルボニル]-
アミノ｝-2-メチルプロピオン酸；
　2-｛[4-クロロ-1-(4-トリフルオロメチルスルファニル-ベンジルオキシ)-ナフタレン-2
-カルボニル]-アミノ｝-2-メチル酪酸；
　2-｛[1-(4-メトキシ-2-トリフルオロメチル-キノリン-6-イルメトキシ)-ナフタレン-2-
カルボニル]-アミノ｝-2-メチルプロピオン酸；
　2-｛[4-ブロモ-1-(4-トリフルオロメトキシ-ベンジルオキシ)-ナフタレン-2-カルボニ
ル]-アミノ｝-2-メチルプロピオン酸；
　1-｛[4-クロロ-1-(5-トリフルオロメチルピリジン-2-イルメトキシ)-ナフタレン-2-カ
ルボニル]-アミノ｝-シクロペンタンカルボン酸；
　1-｛[1-(5-トリフルオロメチルピリジン-2-イルメトキシ)-ナフタレン-2-カルボニル]-
アミノ｝-シクロペンタンカルボン酸；
　2-｛[1-(5-クロロ-6-メトキシ-ピリジン-3-イルメトキシ)-ナフタレン-2-カルボニル]-
アミノ｝-2-メチルプロピオン酸；
　2-｛[1-(5-クロロ-6-エトキシ-ピリジン-3-イルメトキシ)-ナフタレン-2-カルボニル]-
アミノ｝-2-メチルプロピオン酸；
　2-(｛1-[6-(2,2,2-トリフルオロ-エトキシ)-ピリジン-3-イルメトキシ]-ナフタレン-2-
カルボニル｝-アミノ)-2-メチルプロピオン酸；
　2-メチル-2-(｛1-[6-(2,2,2-トリフルオロ-エトキシ)-ピリジン-3-イルメトキシ]-ナフ
タレン-2-カルボニル｝-アミノ)-酪酸；
　2-｛[1-(6-メトキシ-ピリジン-3-イルメトキシ)-ナフタレン-2-カルボニル]-アミノ｝-
2-メチルプロピオン酸；
　2-｛[1-(1-ベンゾチアゾール-2-イルエトキシ)-ナフタレン-2-カルボニル]-アミノ｝-2
-メチルプロピオン酸；
　2-｛[1-(4-ジメチルアミノ-2-トリフルオロメチル-キノリン-6-イルメトキシ)-ナフタ
レン-2-カルボニル]-アミノ｝-2-メチルプロピオン酸；
　2-｛[1-(4-メトキシ-2-トリフルオロメチル-キノリン-6-イルメトキシ)-ナフタレン-2-
カルボニル]-アミノ｝-2-メチルプロピオン酸；
　2-｛[3-(ベンゾチアゾール-2-イルメトキシ)-5-フルオロベンゾ[b]チオフェン-2-カル
ボニル]-アミノ｝-2-メチルプロピオン酸；
　2-｛[5-フルオロ-3-(6-トリフルオロメチルピリジン-3-イルメトキシ)-ベンゾ[b]チオ
フェン-2-カルボニル]-アミノ｝-2-メチルプロピオン酸；
　2-(｛4-クロロ-1-[1-(2,2,2-トリフルオロ-アセチル)-ピペリジン-4-イルメトキシ]-ナ
フタレン-2-カルボニル｝-アミノ)-2-メチル酪酸；
　1-｛[1-(6-トリフルオロメチルピリジン-3-イルメトキシ)-ナフタレン-2-カルボニル]-
アミノ｝-シクロブタンカルボン酸；
　1-｛[1-(2-チオフェン-2-イルチアゾール-4-イルメトキシ)-ナフタレン-2-カルボニル]
-アミノ｝-シクロブタンカルボン酸；
　1-｛[1-(4-トリフルオロメチルベンジルオキシ)-ナフタレン-2-カルボニル]-アミノ｝-
シクロブタンカルボン酸；
　1-｛[1-(2-フルオロ-4-トリフルオロメチルベンジルオキシ)-ナフタレン-2-カルボニル
]-アミノ｝-シクロブタンカルボン酸；
　1-｛[1-(2,4-ビス-トリフルオロメチルベンジルオキシ)-ナフタレン-2-カルボニル]-ア
ミノ｝-シクロブタンカルボン酸；
　1-｛[1-(4-トリフルオロメトキシ-ベンジルオキシ)-ナフタレン-2-カルボニル]-アミノ
｝-シクロブタンカルボン酸；
　1-｛[1-(4-トリフルオロメチルスルファニル-ベンジルオキシ)-ナフタレン-2-カルボニ
ル]-アミノ｝-シクロブタンカルボン酸；
　1-｛[1-(4-イソプロピル-ベンジルオキシ)-ナフタレン-2-カルボニル]-アミノ｝-シク
ロブタンカルボン酸；
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　1-｛[1-(2-フェニルチアゾール-4-イルメトキシ)-ナフタレン-2-カルボニル]-アミノ｝
-シクロブタンカルボン酸；
　1-｛[4-クロロ-1-(2-チオフェン-2-イルチアゾール-4-イルメトキシ)-ナフタレン-2-カ
ルボニル]-アミノ｝-シクロブタンカルボン酸；
　1-｛[4-クロロ-1-(4-トリフルオロメチルベンジルオキシ)-ナフタレン-2-カルボニル]-
アミノ｝-シクロブタンカルボン酸；
　1-｛[4-クロロ-1-(4-トリフルオロメトキシ-ベンジルオキシ)-ナフタレン-2-カルボニ
ル]-アミノ｝-シクロブタンカルボン酸；
　2-エチル-2-｛[1-(6-トリフルオロメチルピリジン-3-イルメトキシ)-ナフタレン-2-カ
ルボニル]-アミノ｝-ヘキサン酸；
　2-｛[1-(6-クロロピリジン-3-イルメトキシ)-ナフタレン-2-カルボニル]-アミノ｝-2-
エチルヘキサン酸；
　2-エチル-2-｛[1-(キノリン-2-イルメトキシ)-ナフタレン-2-カルボニル]-アミノ｝-ヘ
キサン酸；
　2-エチル-2-｛[1-(2-チオフェン-2-イルチアゾール-4-イルメトキシ)-ナフタレン-2-カ
ルボニル]-アミノ｝-ヘキサン酸；
　2-エチル-2-｛[1-(4-トリフルオロメチルベンジルオキシ)-ナフタレン-2-カルボニル]-
アミノ｝-ヘキサン酸；
　2-エチル-2-｛[1-(2-フルオロ-4-トリフルオロメチルベンジルオキシ)-ナフタレン-2-
カルボニル]-アミノ｝-ヘキサン酸；
　2-｛[1-(2,4-ビス-トリフルオロメチルベンジルオキシ)-ナフタレン-2-カルボニル]-ア
ミノ｝-2-エチルヘキサン酸；
　2-エチル-2-｛[1-(4-トリフルオロメトキシ-ベンジルオキシ)-ナフタレン-2-カルボニ
ル]-アミノ｝-ヘキサン酸；
　2-｛[1-(4-ジフルオロメトキシ-ベンジルオキシ)-ナフタレン-2-カルボニル]-アミノ｝
-2-エチルヘキサン酸；
　2-エチル-2-｛[1-(4-トリフルオロメチルスルファニル-ベンジルオキシ)-ナフタレン-2
-カルボニル]-アミノ｝-ヘキサン酸；
　2-｛[1-(4-ブロモ-ベンジルオキシ)-ナフタレン-2-カルボニル]-アミノ｝-2-エチルヘ
キサン酸；
　2-｛[1-(4-ブロモ-2-フルオロベンジルオキシ)-ナフタレン-2-カルボニル]-アミノ｝-2
-エチルヘキサン酸；
　2-｛[1-(4-クロロ-ベンジルオキシ)-ナフタレン-2-カルボニル]-アミノ｝-2-エチルヘ
キサン酸；
　2-｛[1-(4-クロロ-2-フルオロベンジルオキシ)-ナフタレン-2-カルボニル]-アミノ｝-2
-エチルヘキサン酸；
　2-エチル-2-｛[1-(4-イソプロピル-ベンジルオキシ)-ナフタレン-2-カルボニル]-アミ
ノ｝-ヘキサン酸；
　2-エチル-2-｛[1-(4-ピラゾール-1-イル-ベンジルオキシ)-ナフタレン-2-カルボニル]-
アミノ｝-ヘキサン酸；
　2-エチル-2-｛[1-(2-フェニルチアゾール-4-イルメトキシ)-ナフタレン-2-カルボニル]
-アミノ｝-ヘキサン酸；
　2-｛[1-(1H-ベンゾイミダゾール-2-イルメトキシ)-ナフタレン-2-カルボニル]-アミノ
｝-2-メチルプロピオン酸；
　2-｛[1-(6-クロロ-ベンゾオキサゾール-2-イルメトキシ)-ナフタレン-2-カルボニル]-
アミノ｝-2-メチルプロピオン酸；
　2-｛[1-(5-tert-ブチル-ベンゾオキサゾール-2-イルメトキシ)-ナフタレン-2-カルボニ
ル]-アミノ｝-2-メチルプロピオン酸；
　2-｛[1-(5-クロロ-ベンゾオキサゾール-2-イルメトキシ)-ナフタレン-2-カルボニル]-
アミノ｝-2-メチルプロピオン酸；
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　2-｛[1-(5-クロロベンゾチアゾール-2-イルメトキシ)-ナフタレン-2-カルボニル]-アミ
ノ｝-2-メチルプロピオン酸；
　2-｛[1-(5,6-ジクロロ-1H-ベンゾイミダゾール-2-イルメトキシ)-ナフタレン-2-カルボ
ニル]-アミノ｝-2-メチルプロピオン酸；
　2-メチル-2-｛[1-(5-フェニル-[1,3,4]オキサジアゾール-2-イルメトキシ)-ナフタレン
-2-カルボニル]-アミノ｝-プロピオン酸；
　2-｛[1-(5-クロロベンゾチアゾール-2-イルメトキシ)-4-フルオロナフタレン-2-カルボ
ニル]-アミノ｝-2-メチルプロピオン酸；
　2-｛[4-フルオロ-1-(5-フルオロベンゾチアゾール-2-イルメトキシ)-ナフタレン-2-カ
ルボニル]-アミノ｝-2-メチルプロピオン酸；
　2-｛[4-フルオロ-1-(2-フェニルチアゾール-4-イルメトキシ)-ナフタレン-2-カルボニ
ル]-アミノ｝-2-メチルプロピオン酸；
　2-｛[4-フルオロ-1-(5-チオフェン-2-イル-[1,2,4]オキサジアゾール-3-イルメトキシ)
-ナフタレン-2-カルボニル]-アミノ｝-2-メチルプロピオン酸；
　2-｛[4-クロロ-1-(2-トリフルオロメチル-ピリミジン-5-イルメトキシ)-ナフタレン-2-
カルボニル]-アミノ｝-2-メチルプロピオン酸；
　2-｛[4-クロロ-1-(2-メチルスルファニル-ピリミジン-5-イルメトキシ)-ナフタレン-2-
カルボニル]-アミノ｝-2-メチルプロピオン酸；
　(R)-2-メチル-2-｛[1-(4-トリフルオロメチルベンジルオキシ)-ナフタレン-2-カルボニ
ル]-アミノ｝-酪酸；
　(S)-2-メチル-2-｛[1-(4-トリフルオロメチルベンジルオキシ)-ナフタレン-2-カルボニ
ル]-アミノ｝-酪酸；
　(R)-2-メチル-2-｛[1-(6-トリフルオロメチルピリジン-3-イルメトキシ)-ナフタレン-2
-カルボニル]-アミノ｝-酪酸；
　(S)-2-メチル-2-｛[1-(6-トリフルオロメチルピリジン-3-イルメトキシ)-ナフタレン-2
-カルボニル]-アミノ｝-酪酸；
　(R)-2-｛[4-クロロ-1-(6-トリフルオロメチルピリジン-3-イルメトキシ)-ナフタレン-2
-カルボニル]-アミノ｝-2-メチル酪酸；
　(S)-2-｛[4-クロロ-1-(6-トリフルオロメチルピリジン-3-イルメトキシ)-ナフタレン-2
-カルボニル]-アミノ｝-2-メチル酪酸；
　(R)-2-｛[1-(2-フルオロ-4-トリフルオロメチルベンジルオキシ)-ナフタレン-2-カルボ
ニル]-アミノ｝-2-メチル酪酸；
　(S)-2-｛[1-(2-フルオロ-4-トリフルオロメチルベンジルオキシ)-ナフタレン-2-カルボ
ニル]-アミノ｝-2-メチル酪酸；
　(R)-2-メチル-2-｛[1-(4-トリフルオロメチルスルファニル-ベンジルオキシ)-ナフタレ
ン-2-カルボニル]-アミノ｝-酪酸；
　(S)-2-メチル-2-｛[1-(4-トリフルオロメチルスルファニル-ベンジルオキシ)-ナフタレ
ン-2-カルボニル]-アミノ｝-酪酸；
　(R)-2-｛[1-(5-フルオロベンゾチアゾール-2-イルメトキシ)-ナフタレン-2-カルボニル
]-アミノ｝-2-メチル酪酸；
　(S)-2-｛[1-(5-フルオロベンゾチアゾール-2-イルメトキシ)-ナフタレン-2-カルボニル
]-アミノ｝-2-メチル酪酸；
　(R)-2-(｛4-クロロ-1-[1-(6-トリフルオロメチルピリジン-3-イル)-エトキシ]-ナフタ
レン-2-カルボニル｝-アミノ)-2-メチルプロピオン酸；
　(S)-2-(｛4-クロロ-1-[1-(6-トリフルオロメチルピリジン-3-イル)-エトキシ]-ナフタ
レン-2-カルボニル｝-アミノ)-2-メチルプロピオン酸；
　2-メチル-3-フェニル-2-｛[1-(4-トリフルオロメチルベンジルオキシ)-ナフタレン-2-
カルボニル]-アミノ｝-プロピオン酸；
　2-｛[1-(ベンゾチアゾール-2-イルメトキシ)-ナフタレン-2-カルボニル]-アミノ｝-2-
メチル-3-フェニルプロピオン酸；
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　2-(｛4-クロロ-1-[1-(4-トリフルオロメチル-フェニル)-エトキシ]-ナフタレン-2-カル
ボニル｝-アミノ)-2-メチルプロピオン酸；
　2-｛[4-クロロ-1-(キノリン-2-イルメトキシ)-ナフタレン-2-カルボニル]-アミノ｝-2-
メチルプロピオン酸；
　2-｛[4-クロロ-1-(5-チオフェン-2-イル-[1,2,4]オキサジアゾール-3-イルメトキシ)-
ナフタレン-2-カルボニル]-アミノ｝-2-メチルプロピオン酸；
　2-｛[4-クロロ-1-(3-チオフェン-2-イル-[1,2,4]オキサジアゾール-5-イルメトキシ)-
ナフタレン-2-カルボニル]-アミノ｝-2-メチルプロピオン酸；
　(R)-2-｛[1-(ベンゾチアゾール-2-イルメトキシ)-4-クロロナフタレン-2-カルボニル]-
アミノ｝-2-メチル酪酸；
　(S)-2-｛[1-(ベンゾチアゾール-2-イルメトキシ)-4-クロロナフタレン-2-カルボニル]-
アミノ｝-2-メチル酪酸；
　2-｛[4-クロロ-1-(5-シクロプロピル-[1,3,4]チアジアゾール-2-イルメトキシ)-ナフタ
レン-2-カルボニル]-アミノ｝-2-メチル酪酸；
　1-｛[4-クロロ-1-(6-トリフルオロメチルピリジン-3-イルメトキシ)-ナフタレン-2-カ
ルボニル]-アミノ｝-シクロペンタンカルボン酸；
　1-｛[1-(ベンゾチアゾール-2-イルメトキシ)-4-クロロナフタレン-2-カルボニル]-アミ
ノ｝-シクロペンタンカルボン酸；
　1-｛[4-クロロ-1-(キノリン-2-イルメトキシ)-ナフタレン-2-カルボニル]-アミノ｝-シ
クロペンタンカルボン酸；
　2-｛[4-クロロ-1-(2-チオフェン-2-イル-ピリミジン-5-イルメトキシ)-ナフタレン-2-
カルボニル]-アミノ｝-2-メチルプロピオン酸；
　1-｛[4-クロロ-1-(5-トリフルオロメチルピリジン-2-イルメトキシ)-ナフタレン-2-カ
ルボニル]-アミノ｝-シクロペンタンカルボン酸；
　1-｛[1-(5-トリフルオロメチルピリジン-2-イルメトキシ)-ナフタレン-2-カルボニル]-
アミノ｝-シクロペンタンカルボン酸；
　2-メチル-2-｛[1-(5-トリフルオロメチルピリジン-2-イルメトキシ)-ナフタレン-2-カ
ルボニル]-アミノ｝-酪酸；
　1-｛[1-(4-トリフルオロメチルスルファニル-ベンジルオキシ)-ナフタレン-2-カルボニ
ル]-アミノ｝-シクロペンタンカルボン酸；
　1-｛[1-(2-フルオロ-4-トリフルオロメチルベンジルオキシ)-ナフタレン-2-カルボニル
]-アミノ｝-シクロペンタンカルボン酸；
　1-｛[4-クロロ-1-(4-トリフルオロメチルスルファニル-ベンジルオキシ)-ナフタレン-2
-カルボニル]-アミノ｝-シクロペンタンカルボン酸；
　1-｛[4-クロロ-1-(2-フルオロ-4-トリフルオロメチルベンジルオキシ)-ナフタレン-2-
カルボニル]-アミノ｝-シクロペンタンカルボン酸；
　1-(｛4-クロロ-1-[1-(4-トリフルオロメチル-フェニル)-エトキシ]-ナフタレン-2-カル
ボニル｝-アミノ)-シクロペンタンカルボン酸；
　(S)-2-｛[4-フルオロ-1-(4-トリフルオロメチルベンジルオキシ)-ナフタレン-2-カルボ
ニル]-アミノ｝-2-メチル酪酸；
　2-｛[1-(4-ブロモ-ベンジルオキシ)-4-フルオロナフタレン-2-カルボニル]-アミノ｝-2
-メチルプロピオン酸；
　2-｛[1-(2,4-ジクロロ-ベンジルオキシ)-4-フルオロナフタレン-2-カルボニル]-アミノ
｝-2-メチルプロピオン酸；
　2-｛[4-フルオロ-1-(キノリン-2-イルメトキシ)-ナフタレン-2-カルボニル]-アミノ｝-
2-メチルプロピオン酸；
　2-｛[1-(4-ブロモ-ベンジルオキシ)-4-フルオロナフタレン-2-カルボニル]-アミノ｝-2
-メチル酪酸；
　2-｛[1-(4-ジフルオロメトキシ-ベンジルオキシ)-4-フルオロナフタレン-2-カルボニル
]-アミノ｝-2-メチル酪酸；
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　2-｛[4-フルオロ-1-(キノリン-2-イルメトキシ)-ナフタレン-2-カルボニル]-アミノ｝-
2-メチル酪酸；
　2-｛[1-(2,4-ジクロロ-ベンジルオキシ)-4-フルオロナフタレン-2-カルボニル]-アミノ
｝-2-メチル酪酸；
　2-｛[4-フルオロ-1-(2-フェニルチアゾール-4-イルメトキシ)-ナフタレン-2-カルボニ
ル]-アミノ｝-2-メチル酪酸；
　(R)-2-｛[4-フルオロ-1-(4-トリフルオロメチルベンジルオキシ)-ナフタレン-2-カルボ
ニル]-アミノ｝-2-メチル酪酸；
　2-｛[4-フルオロ-1-(4-ピロール-1-イル-ベンジルオキシ)-ナフタレン-2-カルボニル]-
アミノ｝-2-メチルプロピオン酸；
　1-｛[1-(ベンゾチアゾール-2-イルメトキシ)-4-フルオロナフタレン-2-カルボニル]-ア
ミノ｝-シクロブタンカルボン酸；
　1-｛[4-フルオロ-1-(6-トリフルオロメチルピリジン-3-イルメトキシ)-ナフタレン-2-
カルボニル]-アミノ｝-シクロブタンカルボン酸；
　1-｛[4-フルオロ-1-(4-トリフルオロメチルベンジルオキシ)-ナフタレン-2-カルボニル
]-アミノ｝-シクロブタンカルボン酸；
　1-｛[4-フルオロ-1-(5-トリフルオロメチルピリジン-2-イルメトキシ)-ナフタレン-2-
カルボニル]-アミノ｝-シクロブタンカルボン酸；
　2-｛[4-フルオロ-1-(2-フルオロ-4-トリフルオロメチルベンジルオキシ)-ナフタレン-2
-カルボニル]-アミノ｝-2-メチルプロピオン酸；
　2-｛[1-(4-クロロ-ベンジルオキシ)-4-フルオロナフタレン-2-カルボニル]-アミノ｝-2
-メチルプロピオン酸；
　2-[(1-シクロヘキシルメトキシ-4-フルオロナフタレン-2-カルボニル)-アミノ]-2-メチ
ルプロピオン酸；
　2-｛[4-フルオロ-1-(4-フルオロベンジルオキシ)-ナフタレン-2-カルボニル]-アミノ｝
-2-メチルプロピオン酸；
　2-｛[4-フルオロ-1-(4-トリフルオロメトキシ-ベンジルオキシ)-ナフタレン-2-カルボ
ニル]-アミノ｝-2-メチルプロピオン酸；
　2-｛[4-フルオロ-1-(テトラヒドロピラン-4-イルメトキシ)-ナフタレン-2-カルボニル]
-アミノ｝-2-メチルプロピオン酸；
　2-｛[4-フルオロ-1-(4-イソプロピル-ベンジルオキシ)-ナフタレン-2-カルボニル]-ア
ミノ｝-2-メチルプロピオン酸；
　2-｛[1-(4-エチル-ベンジルオキシ)-4-フルオロナフタレン-2-カルボニル]-アミノ｝-2
-メチルプロピオン酸；
　2-｛[1-(6-メタンスルホニル-ピリジン-3-イルメトキシ)-ナフタレン-2-カルボニル]-
アミノ｝-2-メチルプロピオン酸；
　2-(｛4-クロロ-1-[1-(6-トリフルオロメチルピリジン-3-イル)-エトキシ]-ナフタレン-
2-カルボニル｝-アミノ)-2-メチルプロピオン酸；
　2-｛[1-(6-ブロモピリジン-3-イルメトキシ)-4-クロロナフタレン-2-カルボニル]-アミ
ノ｝-2-メチルプロピオン酸；
　2-｛[4-クロロ-1-(4-ペンタフルオロチオ-ベンジルオキシ)-ナフタレン-2-カルボニル]
-アミノ｝-2-メチル酪酸；
　2-｛[1-(ベンゾチアゾール-2-イルメトキシ)-4-フルオロナフタレン-2-カルボニル]-ア
ミノ｝-2-メチル酪酸；
　2-｛[4-フルオロ-1-(5-トリフルオロメチルピリジン-2-イルメトキシ)-ナフタレン-2-
カルボニル]-アミノ｝-2-メチル酪酸；
　2-｛[4-フルオロ-1-(6-トリフルオロメチルピリジン-3-イルメトキシ)-ナフタレン-2-
カルボニル]-アミノ｝-2-メチル酪酸；
　2-｛[4-フルオロ-1-(4-トリフルオロメチルベンジルオキシ)-ナフタレン-2-カルボニル
]-アミノ｝-2-メチル酪酸；
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　2-｛[4-フルオロ-1-(5-トリフルオロメチルピリジン-2-イルメトキシ)-ナフタレン-2-
カルボニル]-アミノ｝-2-メチルプロピオン酸；
　1-｛[4-フルオロ-1-(5-トリフルオロメチルピリジン-2-イルメトキシ)-ナフタレン-2-
カルボニル]-アミノ｝-シクロペンタンカルボン酸；
　(R)-2-｛[4-フルオロ-1-(5-トリフルオロメチルピリジン-2-イルメトキシ)-ナフタレン
-2-カルボニル]-アミノ｝-2-メチル酪酸；
　(S)-2-｛[4-フルオロ-1-(5-トリフルオロメチルピリジン-2-イルメトキシ)-ナフタレン
-2-カルボニル]-アミノ｝-2-メチル酪酸；
　(S)-2-｛[1-(ベンゾチアゾール-2-イルメトキシ)-4-フルオロナフタレン-2-カルボニル
]-アミノ｝-2-メチル酪酸；
　(R)-2-｛[1-(ベンゾチアゾール-2-イルメトキシ)-4-フルオロナフタレン-2-カルボニル
]-アミノ｝-2-メチル酪酸；
　2-｛[4-フルオロ-1-(6-トリフルオロメチルピリジン-3-イルメトキシ)-ナフタレン-2-
カルボニル]-アミノ｝-2-メチルプロピオン酸；
　(S)-2-｛[4-フルオロ-1-(6-トリフルオロメチルピリジン-3-イルメトキシ)-ナフタレン
-2-カルボニル]-アミノ｝-2-メチル酪酸；
　(R)-2-｛[4-フルオロ-1-(6-トリフルオロメチルピリジン-3-イルメトキシ)-ナフタレン
-2-カルボニル]-アミノ｝-2-メチル酪酸；
　2-｛[4-フルオロ-1-(4-ペンタフルオロチオ-ベンジルオキシ)-ナフタレン-2-カルボニ
ル]-アミノ｝-2-メチル酪酸；
　2-｛[1-(4-クロロ-3-フルオロベンジルオキシ)-4-フルオロナフタレン-2-カルボニル]-
アミノ｝-2-メチルプロピオン酸；
　2-｛[1-(4-クロロ-2-フルオロベンジルオキシ)-4-フルオロナフタレン-2-カルボニル]-
アミノ｝-2-メチルプロピオン酸；
　2-｛[1-(ベンゾチアゾール-2-イルメトキシ)-4-フルオロナフタレン-2-カルボニル]-ア
ミノ｝-2-メチルプロピオン酸；
　2-｛[4-フルオロ-1-(4-トリフルオロメチルスルファニル-ベンジルオキシ)-ナフタレン
-2-カルボニル]-アミノ｝-2-メチル酪酸；
　2-｛[4-フルオロ-1-(2-フルオロ-4-トリフルオロメチルベンジルオキシ)-ナフタレン-2
-カルボニル]-アミノ｝-2-メチル酪酸；
　2-｛[4-フルオロ-1-(4-ペンタフルオロチオ-ベンジルオキシ)-ナフタレン-2-カルボニ
ル]-アミノ｝-2-メチルプロピオン酸；
　2-｛[5-フルオロ-1-(6-トリフルオロメチルピリジン-3-イルメトキシ)-ナフタレン-2-
カルボニル]-アミノ｝-2-メチルプロピオン酸；
　2-｛[4-フルオロ-1-(4-トリフルオロメチル-チアゾール-2-イルメトキシ)-ナフタレン-
2-カルボニル]-アミノ｝-2-メチルプロピオン酸；
　2-｛[4-クロロ-1-(4-トリフルオロメチルスルファニル-ベンジルオキシ)-ナフタレン-2
-カルボニル]-アミノ｝-2-メチルプロピオン酸；
　2-｛[4-クロロ-1-(4-トリフルオロメチルスルファニル-ベンジルオキシ)-ナフタレン-2
-カルボニル]-アミノ｝-2-メチル酪酸；
　2-｛[1-(5-ブロモピリジン-2-イルメトキシ)-4-クロロナフタレン-2-カルボニル]-アミ
ノ｝-2-メチルプロピオン酸；
　2-｛[4-クロロ-1-(5-トリフルオロメチルピリジン-2-イルメトキシ)-ナフタレン-2-カ
ルボニル]-アミノ｝-2-メチルプロピオン酸；
　2-メチル-2-｛[1-(5-トリフルオロメチルピリジン-2-イルメトキシ)-ナフタレン-2-カ
ルボニル]-アミノ｝-酪酸；
　2-｛[4-クロロ-1-(5-トリフルオロメチルピリジン-2-イルメトキシ)-ナフタレン-2-カ
ルボニル]-アミノ｝-2-メチル酪酸；
　2-(｛4-フルオロ-1-[1-(4-トリフルオロメチル-フェニル)-エトキシ]-ナフタレン-2-カ
ルボニル｝-アミノ)-2-メチルプロピオン酸；
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　2-｛[1-(4-ペンタフルオロチオ)-ベンジルオキシ)-ナフタレン-2-カルボニル]-アミノ
｝-2-メチルプロピオン酸；
　1-｛[3-(ベンゾチアゾール-2-イルメトキシ)-ベンゾ[b]チオフェン-2-カルボニル]-ア
ミノ｝-シクロブタンカルボン酸；
　2-｛[3-(5-フルオロベンゾチアゾール-2-イルメトキシ)-ベンゾ[b]チオフェン-2-カル
ボニル]-アミノ｝-2-メチルプロピオン酸；
　2-メチル-2-(｛3-[1-(4-トリフルオロメチル-フェニル)-エトキシ]-ベンゾ[b]チオフェ
ン-2-カルボニル｝-アミノ)-プロピオン酸；
　2-メチル-2-(｛3-[1-(4-トリフルオロメチル-フェニル)-エトキシ]-ベンゾ[b]チオフェ
ン-2-カルボニル｝-アミノ)-酪酸；
　2-｛[1-(ベンゾチアゾール-2-イルメトキシ)-4-クロロナフタレン-2-カルボニル]-アミ
ノ｝-2-エチル酪酸；
　2-｛[1-(ベンゾチアゾール-2-イルメトキシ)-ナフタレン-2-カルボニル]-アミノ｝-2-
エチル酪酸；
　2-｛[4-クロロ-1-(2-フルオロ-4-トリフルオロメチルベンジルオキシ)-ナフタレン-2-
カルボニル]-アミノ｝-2-メチル酪酸；
　2-｛[4-クロロ-1-(6-トリフルオロメチルピリジン-3-イルメトキシ)-ナフタレン-2-カ
ルボニル]-アミノ｝-2-エチル酪酸；
　2-エチル-2-｛[1-(6-トリフルオロメチルピリジン-3-イルメトキシ)-ナフタレン-2-カ
ルボニル]-アミノ｝-酪酸；
　2-｛[4-フルオロ-1-(4-トリフルオロメチルスルファニル-ベンジルオキシ)-ナフタレン
-2-カルボニル]-アミノ｝-2-メチルプロピオン酸；
　2-｛[1-(フェニルエチニル)-ナフタレン-2-カルボニル]-アミノ｝-2-メチルプロピオン
酸；
　2-｛[1-(4-クロロフェニルエチニル)-ナフタレン-2-カルボニル]-アミノ｝-2-メチルプ
ロピオン酸；
　2-｛[1-(4-フルオロフェニルエチニル)-ナフタレン-2-カルボニル]-アミノ｝-2-メチル
プロピオン酸；
　2-｛[1-(4-メトキシフェニルエチニル)-ナフタレン-2-カルボニル]-アミノ｝-2-メチル
プロピオン酸；
　1-｛[1-(4-クロロフェニルエチニル)-ナフタレン-2-カルボニル]-アミノ｝-シクロペン
タンカルボン酸；
　1-｛[1-(4-メトキシフェニルエチニル)-ナフタレン-2-カルボニル]-アミノ｝-シクロペ
ンタンカルボン酸；
　2-(｛1-[(E)-2-(4-クロロフェニル)-ビニル]-ナフタレン-2-カルボニル｝-アミノ)-2-
メチルプロピオン酸；
　2-(｛1-[(E)-2-(4-フルオロフェニル)-ビニル]-ナフタレン-2-カルボニル｝-アミノ)-2
-メチルプロピオン酸；
　2-(｛1-[(E)-2-(4-イソプロピルフェニル)-ビニル]-ナフタレン-2-カルボニル｝-アミ
ノ)-2-メチルプロピオン酸；
　2-(｛1-[(E)-2-(4-メトキシフェニル)-ビニル]-ナフタレン-2-カルボニル｝-アミノ)-2
-メチルプロピオン酸；
　2-(｛1-[(E)-2-(4-エトキシ-フェニル)-ビニル]-ナフタレン-2-カルボニル｝-アミノ)-
2-メチルプロピオン酸；
　2-メチル-2-(｛1-[(E)-2-(4-トリフルオロメチル-フェニル)-ビニル]-ナフタレン-2-カ
ルボニル｝-アミノ)-プロピオン酸；
　2-メチル-2-｛[1-(4-トリフルオロメチル-フェニルエチニル)-ナフタレン-2-カルボニ
ル]-アミノ｝-プロピオン酸
から選択される、請求項１～５のいずれか１項に記載の式Ｉの化合物、及び／又はその医
薬として許容し得る塩及び／又はプロドラッグ。
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【請求項７】
　請求項１～６のいずれか１項に記載の式Ｉの化合物及び／又はその医薬として許容し得
る塩及び／又はプロドラッグを単独で又は他の薬物若しくは活性成分との組み合わせで含
むケモカイン介在性疾患の治療又は予防のための医薬。
【請求項８】
　請求項１～６のいずれか１項に記載の式Ｉの化合物及び／又はその医薬として許容し得
る塩及び／又はプロドラッグを単独で又は他の薬物若しくは活性成分との組み合わせで含
む急性及び慢性炎症性疾患の治療又は予防のための医薬。
【請求項９】
　関節炎、慢性閉塞性肺疾患、成人型又は急性呼吸窮迫症候群、喘息、アテローム性動脈
硬化症、心筋及び腎虚血／再潅流傷害、末梢肢虚血／再潅流傷害、炎症性腸疾患、潰瘍性
大腸炎、クローン病、胎便吸引症候群、アトピー性皮膚炎、嚢胞性線維症、乾癬、乾癬性
関節炎、多発性硬化症、血管形成、再狭窄、変形性関節症、骨粗しょう症、敗血症性ショ
ック、内毒素性ショック、グラム陰性菌敗血症、毒素性ショック症候群、発作、糸球体腎
炎、血栓症、移植片対宿主反応、同種移植の拒絶反応、移植再潅流傷害、早期移植拒絶反
応、急性炎症、アルツハイマー病、マラリア、呼吸器系ウイルス、ヘルペスウイルス、肝
炎ウイルス、HIV、カポジ肉腫関連ウイルス、髄膜炎、歯肉炎、ヘルペス脳炎、CNS血管炎
、外傷性脳損傷、脳虚血／再潅流傷害、偏頭痛、CNS腫瘍、くも膜下出血、術後外傷、間
質性肺炎、過敏性、結晶誘発性関節炎、急性及び慢性膵炎、肝虚血／再潅流傷害、急性ア
ルコール性肝炎、壊死性腸炎、慢性副鼻腔炎、ブドウ膜炎、多発性筋炎、血管炎、座瘡、
胃十二指腸潰瘍、腸虚血／再潅流傷害、セリアック病、食道炎、舌炎、鼻炎、気道閉塞、
気道過敏性、細気管支炎、閉塞性細気管支炎、特発性器質化肺炎、気管支拡張症、慢性気
管支炎、肺性心、呼吸困難、気腫、高炭酸血症、過膨張、酸素過剰による炎症反応、低酸
素血症、低酸素症、肺虚血／再潅流傷害、手術による肺容量減少、肺線維症、肺高血圧症
、右心室肥大、持続的携帯型腹膜透析に伴う腹膜炎、顆粒球性エールリヒア症、サルコイ
ドーシス、末梢気道病変、換気血流不均等、喘鳴、風邪、通風、アルコール性肝臓疾患、
狼瘡、熱傷治療、歯周炎、早期陣痛、咳、掻痒、多臓器機能不全、外傷性傷害、捻挫、挫
傷、望ましくない造血幹細胞遊離、血管新生性眼疾患、眼炎症、未熟児網膜症、糖尿病性
網膜症、好ましくは湿性型の黄斑変性及び角膜血管新生、腫瘍血管新生、癌及び転移の治
療又は予防のための、請求項７又は８に記載の医薬。
【請求項１０】
　アテローム性動脈硬化症、虚血／再潅流傷害、慢性閉塞性肺疾患、喘息及び関節リウマ
チ、成人型呼吸窮迫症候群、炎症性腸疾患、潰瘍性大腸炎、クローン病、アトピー性皮膚
炎、嚢胞性線維症、乾癬、皮膚炎、多発性硬化症、血管形成、再狭窄、変形性関節症、敗
血症性ショック、内毒素性ショック、グラム陰性菌敗血症、毒素性ショック症候群、発作
、糸球体腎炎、血栓症、移植片対宿主反応、同種移植の拒絶反応、アルツハイマー病、マ
ラリア、ウイルス感染、外傷性脳損傷、肺線維症及び癌の治療又は予防のための、請求項
７～９のいずれか１項に記載の医薬。
【請求項１１】
　請求項１～６のいずれか１項に記載の式Ｉの化合物及び／又はその医薬として許容し得
る塩及び／又はプロドラッグの有効量を医薬として許容し得る担体及び添加剤と共に含有
する、ヒト用、動物用及び／又は植物保護用の医薬組成物。
【請求項１２】
　少なくとも１つの他の薬理活性成分又は医薬と組み合わせて、少なくとも１つの請求項
１～６のいずれか１項に記載の式Ｉの化合物及び／又はその医薬として許容し得る塩及び
／又はプロドラッグの有効量を医薬として許容し得る担体及び添加剤と共に含有する、ヒ
ト用、動物用及び／又は植物保護用の医薬組成物。
【請求項１３】
　式II
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【化２】

の化合物及び／又はその医薬として許容し得る塩及び／又はプロドラッグを単独で又は他
の薬物若しくは活性成分との組み合わせで含むケモカイン介在性疾患の治療又は予防のた
めの医薬。
　式中、
　Ｘは-CR3=CR4-、-CR5=N-、-N=CR6-、-NR7-又は-S-であり；
　R3、R4、R5及びR6は互いに独立して水素；Ｆ；Cl；Br；Ｉ；１、２、３、４、５又は６
個の炭素原子を有するアルキル（ここで１、２、３、４、５、６、７、８、９、10、11、
12又は13個の水素原子はフッ素原子により置換されてもよい）；１、２、３、４、５又は
６個の炭素原子を有するシクロアルキル（ここで１、２、３、４、５、６、７、８、９、
10又は11個の水素原子はフッ素原子により置換されてもよい）；１、２、３、４、５又は
６個の炭素原子を有するアルコキシ（ここで１、２、３、４、５、６、７、８、９、10、
11、12又は13個の水素原子はフッ素原子により置換されてもよい）；１、２、３、４、５
又は６個の炭素原子を有する-S-アルキル（ここで１、２、３、４、５、６、７、８、９
、10、11、12又は13個の水素原子はフッ素原子により置換されてもよい）；OH；CN；NO2
；NR27R28；C(O)R29；C(O)NR30R31；S(O)oR32；S(O)pNR33R34；アリール；ヘテロアリー
ル；アリールアルキル（ここでアルキルは１、２、３又は４個の炭素原子を有する）；又
はヘテロアリールアルキル（ここでアルキルは１、２、３又は４個の炭素原子を有する）
であり；
　R27は水素、又は１、２、３若しくは４個の炭素原子を有するアルキルであり；
　R28は水素、１、２、３又は４個の炭素原子を有するアルキル、アリール、C(O)H、C(O)
アルキル（ここでアルキルは１、２、３又は４個の炭素原子を有する）又はC(O)アリール
であり；
　R29は水素、OH、１、２、３又は４個の炭素原子を有するアルキル、１、２、３又は４
個の炭素原子を有するアルコキシ又はアリールであり；
　R30、R31、R33及びR34は互いに独立して水素、１、２、３又は４個の炭素原子を有する
アルキル又はアリールであり；
　R32はOH、１、２、３又は４個の炭素原子を有するアルキル、１、２、３又は４個の炭
素原子を有するアルコキシ又はアリールであり；
　ｏ及びｐは互いに独立して１又は２であり；
　R7は水素、１、２、３又は４個の炭素原子を有するアルキル又はC(O)R35であり；
　R35は水素、１、２、３又は４個の炭素原子を有するアルキル又はアリールであり；
　Y1、Y2、Y3及びY4は互いに独立して-CR8-又は窒素であるが、ただしY1、Y2、Y3及びY4
のうちの少なくとも２つは-CR8-であり；
　R8は水素；Ｆ；Cl；Br；Ｉ；１、２、３、４、５又は６個の炭素原子を有するアルキル
（ここで１、２、３、４、５、６、７、８、９、10、11、12又は13個の水素原子はフッ素
原子により置換されてもよい）；１、２、３、４、５又は６個の炭素原子を有するシクロ
アルキル（ここで１、２、３、４、５、６、７、８、９、10又は11個の水素原子はフッ素
原子により置換されてもよい）；１、２、３、４、５又は６個の炭素原子を有するアルコ
キシ（ここで１、２、３、４、５、６、７、８、９、10、11、12又は13個の水素原子はフ
ッ素原子により置換されてもよい）；１、２、３、４、５又は６個の炭素原子を有する-S
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-アルキル（ここで１、２、３、４、５、６、７、８、９、10、11、12又は13個の水素原
子はフッ素原子により置換されてもよい）；OH；CN；NO2；NR36R37；C(O)R38；C(O)NR39R
40；S(O)qR41；S(O)rNR42R43；アリール；ヘテロアリール；アリールアルキル（ここでア
ルキルは１、２、３又は４個の炭素原子を有する）；又はヘテロアリールアルキル（ここ
でアルキルは１、２、３又は４個の炭素原子を有する）であり；
　R36は水素、又は１、２、３若しくは４個の炭素原子を有するアルキルであり；
　R37は水素、１、２、３又は４個の炭素原子を有するアルキル、アリール、C(O)H、C(O)
アルキル（ここでアルキルは１、２、３又は４個の炭素原子を有する）又はC(O)アリール
であり；
　R38は水素、OH、１、２、３又は４個の炭素原子を有するアルキル、１、２、３又は４
個の炭素原子を有するアルコキシ又はアリールであり；
　R39、R40、R42及びR43は互いに独立して水素、１、２、３又は４個の炭素原子を有する
アルキル又はアリールであり；
　R41はOH、１、２、３又は４個の炭素原子を有するアルキル、１、２、３又は４個の炭
素原子を有するアルコキシ又はアリールであり；
　ｑ及びｒは互いに独立して１又は２であり；
　Ａは３、４、５、６、７又は８個の炭素原子を有するシクロアルキル、複素環、アリー
ル又はヘテロアリールであり；
　ここで、シクロアルキル又は複素環基はアリール又はヘテロアリール基に縮合すること
ができ、そしてここでシクロアルキル又は複素環基及び場合により縮合したアリール又は
ヘテロアリール基は非置換であるか又はＦ；Cl；Br；Ｉ；OH；CN；NO2；SF5；１、２、３
、４、５又は６個の炭素原子を有するアルキル（ここで１、２、３、４、５、６、７、８
、９、10、11、12又は13個の水素原子はフッ素原子により置換されてもよい）；１、２、
３、４、５又は６個の炭素原子を有するシクロアルキル（ここで１、２、３、４、５、６
、７、８、９、10又は11個の水素原子はフッ素原子により置換されてもよい）；１、２、
３、４、５又は６個の炭素原子を有するアルコキシ（ここで１、２、３、４、５、６、７
、８、９、10、11、12又は13個の水素原子はフッ素原子により置換されてもよい）；１、
２、３、４、５又は６個の炭素原子を有する-S-アルキル（ここで１、２、３、４、５、
６、７、８、９、10、11、12又は13個の水素原子はフッ素原子により置換されてもよい）
；-NR9R10；C(O)R44；C(O)N45R46；S(O)sR47；S(O)tNR48R49；-(CH2)k-アリール；又は-(
CH2)l-ヘテロアリール［ここでアリール及びヘテロアリール基はＦ、Cl、Br、Ｉ、１、２
、３又は４個の炭素原子を有するアルコキシ、１、２、３又は４個の炭素原子を有するア
ルキル又はOa-(CH2)b-(CF2)c-CF3により置換されることができる］からなる群より選択さ
れる１、２、３又は４個の基により置換され；
　R9は水素、又は１、２、３若しくは４個の炭素原子を有するアルキルであり；
　R10は水素、１、２、３又は４個の炭素原子を有するアルキル、アリール、C(O)H、C(O)
アルキル（ここでアルキルは１、２、３又は４個の炭素原子を有する）、又はC(O)アリー
ルであり；
　R44は水素、OH、１、２、３又は４個の炭素原子を有するアルキル、１、２、３又は４
個の炭素原子を有するアルコキシ、３、４、５又は６個の炭素原子を有するシクロアルキ
ル又はアリールであり；
　R45、R46、R48及びR49は互いに独立して水素、１、２、３又は４個の炭素原子を有する
アルキル又はアリールであり；
　R47はOH、１、２、３又は４個の炭素原子を有するアルキル、１、２、３又は４個の炭
素原子を有するアルコキシ又はアリールであり；
　ａはゼロ又は１であり；
　ｂ、ｃ、ｋ及びｌは互いに独立してゼロ、１、２又は３であり；
　ｓ及びｔは互いに独立して１又は２であり；
　ここで、アリール又はヘテロアリール基はシクロアルキル又は複素環基に縮合すること
ができ、そしてここで、アリール又はヘテロアリール基及び場合により縮合したシクロア
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ルキル又は複素環基は非置換であるか又はＦ；Cl；Br；Ｉ；OH；CN；NO2；SF5；１、２、
３、４、５又は６個の炭素原子を有するアルキル（ここで１、２、３、４、５、６、７、
８、９、10、11、12又は13個の水素原子はフッ素原子により置換されてもよい）；１、２
、３、４、５又は６個の炭素原子を有するシクロアルキル（ここで１、２、３、４、５、
６、７、８、９、10又は11個の水素原子はフッ素原子により置換されてもよい）；１、２
、３、４、５又は６個の炭素原子を有するアルコキシ（ここで１、２、３、４、５、６、
７、８、９、10、11、12又は13個の水素原子はフッ素原子により置換されてもよい）；１
、２、３、４、５又は６個の炭素原子を有する-S-アルキル（ここで１、２、３、４、５
、６、７、８、９、10、11、12又は13個の水素原子はフッ素原子により置換されてもよい
）；-NR9R10；C(O)R44；C(O)N45R46；S(O)sR47；S(O)tNR48R49；-(CH2)k-アリール；又は
-(CH2)l-ヘテロアリール［ここでアリール及びヘテロアリール基はＦ、Cl、Br、Ｉ、１、
２、３又は４個の炭素原子を有するアルコキシ、１、２、３又は４個の炭素原子を有する
アルキル又はOa-(CH2)b-(CF2)c-CF3により置換されてもよい］からなる群より選択される
１、２、３又は４個の基により置換され；
　R9は水素、又は１、２、３若しくは４個の炭素原子を有するアルキルであり；
　R10は水素、１、２、３又は４個の炭素原子を有するアルキル、アリール、C(O)H、C(O)
アルキル（ここでアルキルは１、２、３又は４個の炭素原子を有する）、又はC(O)アリー
ルであり；
　R44は水素、OH、１、２、３又は４個の炭素原子を有するアルキル、１、２、３又は４
個の炭素原子を有するアルコキシ、３、４、５又は６個の炭素原子を有するシクロアルキ
ル又はアリールであり；
　R45、R46、R48及びR49は互いに独立して水素、１、２、３又は４個の炭素原子を有する
アルキル又はアリールであり；
　R47はOH、１、２、３又は４個の炭素原子を有するアルキル、１、２、３又は４個の炭
素原子を有するアルコキシ又はアリールであり；
　ａはゼロ又は１であり；
　ｂ、ｃ、ｋ及びｌは互いに独立してゼロ、１、２又は３であり；
　ｓ及びｔは互いに独立して１又は２であり；
　Ｂは-O-C(R11R12)-、-C(R50R51)-O-、-C≡C-、-CR52=CR53-、-C(R13R14)-C(R15R16)-、
-NR17-C(R18R19)-、-C(R54R55)-NR56-、-NR20-C(O)-又は-C(O)-NR57-であり；
　R11、R12、R13、R14、R15、R16、R17、R18、R19、R20、R50、R51、R52、R53、R54、R55
、R56及びR57は互いに独立して水素、又は１、２、３若しくは４個の炭素原子を有するア
ルキル（ここで１、２、３、４、５、６、７、８又は９個の水素原子はフッ素原子により
置換されてもよい）であり；
　ＤはC(O)OH、C(O)NHR21又はC(=NR58)NHR22であり；
　R21及びR22は互いに独立して水素、１、２、３又は４個の炭素原子を有する-SO2-アル
キル、-SO2-アリール、-C(O)-アルキル（ここでアルキルは１、２、３又は４個の炭素原
子を有する）、-C(O)-アリール、-C(O)OR23、-C(O)NR24R25又は-CNであり；
　R23は１、２、３又は４個の炭素原子を有するアルキル又はアリールであり；
　R24及びR25は互いに独立して水素、１、２、３又は４個の炭素原子を有するアルキル又
はアリールであり；
　R58は水素、OH、CN、１、２、３若しくは４個の炭素原子を有するアルキル又は１、２
、３若しくは４個の炭素原子を有するアルコキシ又はアリールであり；
　R1及びR2は互いに独立して水素、１、２、３、４、５又は６個の炭素原子を有するアル
キルであるが、ただしR1及びR2のうちの少なくとも1つは水素ではなく；
　ここで、アルキル基は非置換であるか又はＦ、Cl、Br、Ｉ、-SH、１、２、３又は４個
の炭素原子を有する-S-アルキル、-C(O)OH、-C(O)NH2、NH2、-NH-C(=NH)NH2又は-Om-(CH2
)n-R26からなる群より選択される１、２又は３個の基により置換され；
　ｍはゼロ又は１であり；
　ｎはゼロ、１、２又は３であり；
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　R26は水素、アリール又はヘテロアリールであり、ここでアリール又はヘテロアリール
基は非置換であるか、又はＦ、Cl、Br、Ｉ、OH又は１、２、３若しくは４個の炭素原子を
有するアルキルにより置換され；又は、
　R1及びR2はそれらが結合する炭素原子と一緒になって、3-、4-、5-又は6-員の炭素環を
形成し、ここで、形成される炭素環はアリール又はヘテロアリール基に縮合することがで
き；
　ここで、形成される炭素環及び縮合したアリール又はヘテロアリール基は非置換である
か、又はＦ、Cl、Br、Ｉ又は１、２、３若しくは４個の炭素原子を有するアルキルからな
る群より選択される１、２又は３個の基により置換されることができる。
【請求項１４】
　請求項１３に記載の式IIの化合物及び／又はその医薬として許容し得る塩及び／又はプ
ロドラッグを単独で又は他の薬物若しくは活性成分との組み合わせで含む急性及び慢性炎
症性疾患の治療又は予防のための医薬。
【請求項１５】
　関節炎、慢性閉塞性肺疾患、成人型又は急性呼吸窮迫症候群、喘息、アテローム性動脈
硬化症、心筋及び腎虚血／再潅流傷害、末梢肢虚血／再潅流傷害、炎症性腸疾患、潰瘍性
大腸炎、クローン病、胎便吸引症候群、アトピー性皮膚炎、嚢胞性線維症、乾癬、乾癬性
関節炎、多発性硬化症、血管形成、再狭窄、変形性関節症、骨粗しょう症、敗血症性ショ
ック、内毒素性ショック、グラム陰性菌敗血症、毒素性ショック症候群、発作、糸球体腎
炎、血栓症、移植片対宿主反応、同種移植の拒絶反応、移植再潅流傷害、早期移植拒絶反
応、急性炎症、アルツハイマー病、マラリア、呼吸器系ウイルス、ヘルペスウイルス、肝
炎ウイルス、HIV、カポジ肉腫関連ウイルス、髄膜炎、歯肉炎、ヘルペス脳炎、CNS血管炎
、外傷性脳損傷、脳虚血／再潅流傷害、偏頭痛、CNS腫瘍、くも膜下出血、術後外傷、間
質性肺炎、過敏性、結晶誘発性関節炎、急性及び慢性膵炎、肝虚血／再潅流傷害、急性ア
ルコール性肝炎、壊死性腸炎、慢性副鼻腔炎、ブドウ膜炎、多発性筋炎、血管炎、座瘡、
胃十二指腸潰瘍、腸虚血／再潅流傷害、セリアック病、食道炎、舌炎、鼻炎、気道閉塞、
気道過敏性、細気管支炎、閉塞性細気管支炎、特発性器質化肺炎、気管支拡張症、慢性気
管支炎、肺性心、呼吸困難、気腫、高炭酸血症、過膨張、酸素過剰による炎症反応、低酸
素血症、低酸素症、肺虚血／再潅流傷害、手術による肺容量減少、肺線維症、肺高血圧症
、右心室肥大、持続的携帯型腹膜透析に伴う腹膜炎、顆粒球性エールリヒア症、サルコイ
ドーシス、末梢気道病変、換気血流不均等、喘鳴、風邪、通風、アルコール性肝臓疾患、
狼瘡、熱傷治療、歯周炎、早期陣痛、咳、掻痒、多臓器機能不全、外傷性傷害、捻挫、挫
傷、望ましくない造血幹細胞遊離、血管新生性眼疾患、眼炎症、未熟児網膜症、糖尿病性
網膜症、好ましくは湿性型の黄斑変性及び角膜血管新生、腫瘍血管新生、癌及び転移の治
療又は予防のための、請求項１３又は１４に記載の医薬。
【請求項１６】
　アテローム性動脈硬化症、虚血／再潅流傷害、慢性閉塞性肺疾患、喘息及び関節リウマ
チ、成人型呼吸窮迫症候群、炎症性腸疾患、潰瘍性大腸炎、クローン病、アトピー性皮膚
炎、嚢胞性線維症、乾癬、皮膚炎、多発性硬化症、血管形成、再狭窄、変形性関節症、敗
血症性ショック、内毒素性ショック、グラム陰性菌敗血症、毒素性ショック症候群、発作
、糸球体腎炎、血栓症、移植片対宿主反応、同種移植の拒絶反応、アルツハイマー病、マ
ラリア、ウイルス感染、外傷性脳損傷、肺線維症及び癌の治療又は予防のための、請求項
１３～１５のいずれか１項に記載の医薬。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３０】
　次のものからなる群より選択される式Ｉの化合物及び／又はその医薬として許容し得る
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塩及び／又はプロドラッグは特に好ましい：
2-[(1-ベンジルオキシ-ナフタレン-2-カルボニル)-アミノ]-2-メチルプロピオン酸；
2-メチル-2-｛[1-(ピリジン-2-イルメトキシ)-ナフタレン-2-カルボニル]-アミノ｝-プロ
ピオン酸；
2-[(1-シクロヘキシルメトキシ-ナフタレン-2-カルボニル)-アミノ]-2-メチルプロピオン
酸；
2-メチル-2-｛[1-(4-メチル-ベンジルオキシ)-ナフタレン-2-カルボニル]-アミノ｝-プロ
ピオン酸；
2-メチル-2-｛[1-(6-メチルピリジン-2-イルメトキシ)-ナフタレン-2-カルボニル]-アミ
ノ｝-プロピオン酸；
2-メチル-2-｛[1-(4-メチル-シクロヘキシルメトキシ)-ナフタレン-2-カルボニル]-アミ
ノ｝-プロピオン酸；
2-｛[1-(4-エチル-ベンジルオキシ)-ナフタレン-2-カルボニル]-アミノ｝-2-メチルプロ
ピオン酸；
2-｛[1-(6-メトキシ-ピリジン-3-イルメトキシ)-ナフタレン-2-カルボニル]-アミノ｝-2-
メチルプロピオン酸；
2-｛[1-(4-クロロ-ベンジルオキシ)-ナフタレン-2-カルボニル]-アミノ｝-2-メチルプロ
ピオン酸；
2-｛[1-(6-クロロピリジン-3-イルメトキシ)-ナフタレン-2-カルボニル]-アミノ｝-2-メ
チルプロピオン酸；
2-｛[1-(1H-ベンゾイミダゾール-2-イルメトキシ)-ナフタレン-2-カルボニル]-アミノ｝-
2-メチルプロピオン酸；
2-｛[1-(インダン-5-イルメトキシ)-ナフタレン-2-カルボニル]-アミノ｝-2-メチルプロ
ピオン酸；
2-｛[1-(ベンゾ[1,2,5]オキサジアゾール-5-イルメトキシ)-ナフタレン-2-カルボニル]-
アミノ｝-2-メチルプロピオン酸；
2-｛[1-(4-イソプロピル-ベンジルオキシ)-ナフタレン-2-カルボニル]-アミノ｝-2-メチ
ルプロピオン酸；
2-メチル-2-｛[1-(2,4,6-トリメチル-ベンジルオキシ)-ナフタレン-2-カルボニル]-アミ
ノ｝-プロピオン酸；
2-メチル-2-｛[1-(4-ニトロ-ベンジルオキシ)-ナフタレン-2-カルボニル]-アミノ｝-プロ
ピオン酸；
2-｛[1-(6-メトキシ-ピリジン-3-イルメトキシ)-ナフタレン-2-カルボニル]-アミノ｝-2-
メチル酪酸；
2-メチル-2-｛[1-(4-メチルスルファニル-ベンジルオキシ)-ナフタレン-2-カルボニル]-
アミノ｝-プロピオン酸；
2-メチル-2-｛[1-(2,4,6-トリメチル-シクロヘキシルメトキシ)-ナフタレン-2-カルボニ
ル]-アミノ｝-プロピオン酸；
2-(｛1-[1-(4-クロロフェニル)-エトキシ]-ナフタレン-2-カルボニル｝-アミノ)-2-メチ
ルプロピオン酸；
2-メチル-2-｛[1-(ナフタレン-2-イルメトキシ)-ナフタレン-2-カルボニル]-アミノ｝-プ
ロピオン酸；
2-メチル-2-｛[1-(キノリン-2-イルメトキシ)-ナフタレン-2-カルボニル]-アミノ｝-プロ
ピオン酸；
2-｛[1-(4-クロロ-2-フルオロベンジルオキシ)-ナフタレン-2-カルボニル]-アミノ｝-2-
メチルプロピオン酸；
2-｛[1-(4-クロロ-3-フルオロベンジルオキシ)-ナフタレン-2-カルボニル]-アミノ｝-2-
メチルプロピオン酸；
2-メチル-2-｛[1-(1-メチル-1H-ベンゾトリアゾール-5-イルメトキシ)-ナフタレン-2-カ
ルボニル]-アミノ｝-プロピオン酸；
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【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４１】
2-｛[1-(1-アセチルピペリジン-4-イルメトキシ)-4-クロロナフタレン-2-カルボニル]-ア
ミノ｝-2-メチル酪酸；
2-｛[4-クロロ-1-(1-イソプロピル-ピペリジン-4-イルメトキシ)-ナフタレン-2-カルボニ
ル]-アミノ｝-2-メチル酪酸；
1-｛[4-クロロ-1-(キノリン-2-イルメトキシ)-ナフタレン-2-カルボニル]-アミノ｝-シク
ロペンタンカルボン酸；
2-｛[4-クロロ-1-(1-プロピオニル-ピペリジン-4-イルメトキシ)-ナフタレン-2-カルボニ
ル]-アミノ｝-2-メチル酪酸；
2-｛[4-クロロ-1-(1-シクロプロパンカルボニル-ピペリジン-4-イルメトキシ)-ナフタレ
ン-2-カルボニル]-アミノ｝-2-メチル酪酸；
2-(｛4-クロロ-1-[1-(2,2,2-トリフルオロ-アセチル)-ピペリジン-4-イルメトキシ]-ナフ
タレン-2-カルボニル｝-アミノ)-2-メチル酪酸；
4-[2-(1-カルボキシ-1-メチルプロピルカルバモイル)-4-クロロナフタレン-1-イルオキシ
メチル]-ピペリジン-1-カルボン酸 tert-ブチルエステル；
2-｛[4-クロロ-1-(2-チオフェン-2-イル-ピリミジン-5-イルメトキシ)-ナフタレン-2-カ
ルボニル]-アミノ｝-2-メチルプロピオン酸；
1-｛[4-クロロ-1-(5-トリフルオロメチルピリジン-2-イルメトキシ)-ナフタレン-2-カル
ボニル]-アミノ｝-シクロペンタンカルボン酸；
1-｛[1-(5-トリフルオロメチルピリジン-2-イルメトキシ)-ナフタレン-2-カルボニル]-ア
ミノ｝-シクロペンタンカルボン酸；
2-｛[1-(5-クロロ-6-メトキシ-ピリジン-3-イルメトキシ)-ナフタレン-2-カルボニル]-ア
ミノ｝-2-メチルプロピオン酸；
2-｛[1-(5-クロロ-6-エトキシ-ピリジン-3-イルメトキシ)-ナフタレン-2-カルボニル]-ア
ミノ｝-2-メチルプロピオン酸；
2-(｛1-[6-(2,2,2-トリフルオロ-エトキシ)-ピリジン-3-イルメトキシ]-ナフタレン-2-カ
ルボニル｝-アミノ)-2-メチルプロピオン酸；
2-メチル-2-(｛1-[6-(2,2,2-トリフルオロ-エトキシ)-ピリジン-3-イルメトキシ]-ナフタ
レン-2-カルボニル｝-アミノ)-酪酸；
2-｛[1-(6-メトキシ-ピリジン-3-イルメトキシ)-ナフタレン-2-カルボニル]-アミノ｝-2-
メチルプロピオン酸；
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４４】
1-｛[4-クロロ-1-(キノリン-2-イルメトキシ)-ナフタレン-2-カルボニル]-アミノ｝-シク
ロブタンカルボン酸；
1-｛[4-クロロ-1-(2-チオフェン-2-イルチアゾール-4-イルメトキシ)-ナフタレン-2-カル
ボニル]-アミノ｝-シクロブタンカルボン酸；
1-｛[4-クロロ-1-(4-トリフルオロメチルベンジルオキシ)-ナフタレン-2-カルボニル]-ア
ミノ｝-シクロブタンカルボン酸；
1-｛[4-クロロ-1-(2-フルオロ-4-トリフルオロメチルベンジルオキシ)-ナフタレン-2-カ
ルボニル]-アミノ｝-シクロブタンカルボン酸；
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1-｛[1-(2,4-ビス-トリフルオロメチルベンジルオキシ)-4-クロロナフタレン-2-カルボニ
ル]-アミノ｝-シクロブタンカルボン酸；
1-｛[4-クロロ-1-(4-トリフルオロメトキシ-ベンジルオキシ)-ナフタレン-2-カルボニル]
-アミノ｝-シクロブタンカルボン酸；
1-[(1-ベンジルオキシ-4-クロロナフタレン-2-カルボニル)-アミノ]-シクロブタンカルボ
ン酸；
1-｛[4-クロロ-1-(4-ジフルオロメトキシ-ベンジルオキシ)-ナフタレン-2-カルボニル]-
アミノ｝-シクロブタンカルボン酸；
1-｛[4-クロロ-1-(4-トリフルオロメチルスルファニル-ベンジルオキシ)-ナフタレン-2-
カルボニル]-アミノ｝-シクロブタンカルボン酸；
1-｛[1-(4-ブロモ-2-フルオロベンジルオキシ)-4-クロロナフタレン-2-カルボニル]-アミ
ノ｝-シクロブタンカルボン酸；
1-｛[4-クロロ-1-(4-クロロ-2-フルオロベンジルオキシ)-ナフタレン-2-カルボニル]-ア
ミノ｝-シクロブタンカルボン酸；
1-｛[4-クロロ-1-(4-イソプロピル-ベンジルオキシ)-ナフタレン-2-カルボニル]-アミノ
｝-シクロブタンカルボン酸；
1-｛[4-クロロ-1-(4-ピラゾール-1-イル-ベンジルオキシ)-ナフタレン-2-カルボニル]-ア
ミノ｝-シクロブタンカルボン酸；
1-｛[4-クロロ-1-(2-フェニルチアゾール-4-イルメトキシ)-ナフタレン-2-カルボニル]-
アミノ｝-シクロブタンカルボン酸；
1-｛[4-クロロ-1-(2,4-ジフルオロベンジルオキシ)-ナフタレン-2-カルボニル]-アミノ｝
-シクロブタンカルボン酸；
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５５】
　次のものからなる群より選択される式Ｉの化合物及び／又はその医薬として許容し得る
塩及び／又はプロドラッグは、さらに好ましい：
2-[(1-シクロヘキシルメトキシ-ナフタレン-2-カルボニル)-アミノ]-2-メチルプロピオン
酸；
2-メチル-2-｛[1-(4-メチル-ベンジルオキシ)-ナフタレン-2-カルボニル]-アミノ｝-プロ
ピオン酸；
2-メチル-2-｛[1-(4-メチル-シクロヘキシルメトキシ)-ナフタレン-2-カルボニル]-アミ
ノ｝-プロピオン酸；
2-｛[1-(4-エチル-ベンジルオキシ)-ナフタレン-2-カルボニル]-アミノ｝-2-メチルプロ
ピオン酸；
2-｛[1-(6-メトキシ-ピリジン-3-イルメトキシ)-ナフタレン-2-カルボニル]-アミノ｝-2-
メチルプロピオン酸；
2-｛[1-(4-クロロ-ベンジルオキシ)-ナフタレン-2-カルボニル]-アミノ｝-2-メチルプロ
ピオン酸；
2-｛[1-(6-クロロピリジン-3-イルメトキシ)-ナフタレン-2-カルボニル]-アミノ｝-2-メ
チルプロピオン酸；
2-｛[1-(インダン-5-イルメトキシ)-ナフタレン-2-カルボニル]-アミノ｝-2-メチルプロ
ピオン酸；
2-｛[1-(ベンゾ[1,2,5]オキサジアゾール-5-イルメトキシ)-ナフタレン-2-カルボニル]-
アミノ｝-2-メチルプロピオン酸；
2-｛[1-(4-イソプロピル-ベンジルオキシ)-ナフタレン-2-カルボニル]-アミノ｝-2-メチ
ルプロピオン酸；
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2-メチル-2-｛[1-(4-ニトロ-ベンジルオキシ)-ナフタレン-2-カルボニル]-アミノ｝-プロ
ピオン酸；
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００６５】
2-｛[1-(5-クロロ-6-エトキシ-ピリジン-3-イルメトキシ)-ナフタレン-2-カルボニル]-ア
ミノ｝-2-メチルプロピオン酸；
2-(｛1-[6-(2,2,2-トリフルオロ-エトキシ)-ピリジン-3-イルメトキシ]-ナフタレン-2-カ
ルボニル｝-アミノ)-2-メチルプロピオン酸；
2-メチル-2-(｛1-[6-(2,2,2-トリフルオロ-エトキシ)-ピリジン-3-イルメトキシ]-ナフタ
レン-2-カルボニル｝-アミノ)-酪酸；
2-｛[1-(6-メトキシ-ピリジン-3-イルメトキシ)-ナフタレン-2-カルボニル]-アミノ｝-2-
メチルプロピオン酸；
2-｛[1-(1-ベンゾチアゾール-2-イルエトキシ)-ナフタレン-2-カルボニル]-アミノ｝-2-
メチルプロピオン酸；
2-｛[1-(4-ジメチルアミノ-2-トリフルオロメチル-キノリン-6-イルメトキシ)-ナフタレ
ン-2-カルボニル]-アミノ｝-2-メチルプロピオン酸；
2-｛[1-(4-メトキシ-2-トリフルオロメチル-キノリン-6-イルメトキシ)-ナフタレン-2-カ
ルボニル]-アミノ｝-2-メチルプロピオン酸；
2-｛[3-(ベンゾチアゾール-2-イルメトキシ)-5-フルオロベンゾ[b]チオフェン-2-カルボ
ニル]-アミノ｝-2-メチルプロピオン酸；
2-｛[5-フルオロ-3-(6-トリフルオロメチルピリジン-3-イルメトキシ)-ベンゾ[b]チオフ
ェン-2-カルボニル]-アミノ｝-2-メチルプロピオン酸；
2-(｛4-クロロ-1-[1-(2,2,2-トリフルオロ-アセチル)-ピペリジン-4-イルメトキシ]-ナフ
タレン-2-カルボニル｝-アミノ)-2-メチル酪酸；
1-｛[1-(6-トリフルオロメチルピリジン-3-イルメトキシ)-ナフタレン-2-カルボニル]-ア
ミノ｝-シクロブタンカルボン酸；
1-｛[1-(2-チオフェン-2-イルチアゾール-4-イルメトキシ)-ナフタレン-2-カルボニル]-
アミノ｝-シクロブタンカルボン酸；
1-｛[1-(4-トリフルオロメチルベンジルオキシ)-ナフタレン-2-カルボニル]-アミノ｝-シ
クロブタンカルボン酸；
1-｛[1-(2-フルオロ-4-トリフルオロメチルベンジルオキシ)-ナフタレン-2-カルボニル]-
アミノ｝-シクロブタンカルボン酸；
1-｛[1-(2,4-ビス-トリフルオロメチルベンジルオキシ)-ナフタレン-2-カルボニル]-アミ
ノ｝-シクロブタンカルボン酸；
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１１６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１１６】
　場合により、文献に記載されそして当業者に既知である方法と同様にして、例えば式Ib
の化合物を塩化オキサリルと反応させて、次いで水素化ナトリウムのような適切な塩基の
存在下でスルホンアミドと反応させることにより、式XII又はIbの化合物を誘導体化して
、式Ｉの化合物[ここでDはC(O)OHではない]を得ることができる。
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
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【補正対象項目名】０３０９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０３０９】
d) 5-フルオロ-1-メトキシメチルオキシナフタレン
　乾燥ジクロロメタン6ml中の5-フルオロ-1-ヒドロキシナフタレン0.257gの溶液を氷／塩
浴中で冷却し、その後エチルジイソプロピルアミン0.36ml (2.07mmol)を加え、次いでク
ロロメチルメチルエーテル0.15ml (0.16g、1.96mmol)を加えた。混合物を0℃で0.5時間撹
拌し、その後、これをRTに温まるにまかせ、そしてRTで11時間撹拌した。混合物を炭酸ナ
トリウム飽和溶液中に注ぎ、ジクロロメタンで2回抽出し、乾燥させ、濾過し、そして濃
縮して油状物を得た。この物質を最少量のジクロロメタン中に溶解し、そしてシリカゲル
上のフラッシュクロマトグラフィーに付し、酢酸エチル／ヘプタンで溶離させて5-フルオ
ロ-1-メトキシメチルオキシナフタレン0.260g (79％)を得た。
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